
【薬学教育シラバスの基本的使い方】 

 

 本学部のカリキュラムは、本学の建学の理念、教育理念、教育目標に基づき、

薬学部教育理念および薬学部教育目標に沿って構築されています。 

 「薬学教育モデル・コアカリキュラム」と「本学独自のカリキュラム」との

調和により、現代医療の現場で充分に対応できる能力を修得できるよう、知識・

技能・態度教育を網羅したカリキュラムとなっており、入学時から卒業時まで

系統的に学修できるよう授業科目が配当されています。 

 本書「薬学教育シラバス」は、各授業科目の授業計画を示したものであり、

学習者が主体となって学修するために必要な項目が記載されています。授業科

目ごとに、薬学教育モデル・コアカリキュラムにおける該当項目や到達目標を

表記していますので、学生の皆さんは、積極的に本書を利用して、授業の進行

に応じて学習到達度の確認を行ってください。 

 皆さんが、常に主体的な態度で学修に努めることを期待しています。 

 

 

 

 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【記号、用語について】 

※「★」マークの付いた授業科目は、本学で独自に定めたオリジナル科目です。

（薬学教育モデル・コアカリキュラムに準拠していない科目） 

※ 複数の教員で授業科目を担当する場合、科目責任者氏名に○を付けています

ので、質問等の際に活用してください。 

※ 少人数グループ・ディスカッション（SGD）、課題提示型学習（PBL）など、

通常の講義ではない形式の授業を実施する場合は、科目の授業内容の欄、科

目名の右側に「SGD、PBL」など記載をしています。参考にしてください。 



【教育理念・目的・目標・行動指針】 

 

建学の理念 

知育・徳育・体育 三位一体による医療人としての全人格の完成 

 

本学の教育理念 

本学の建学の理念「知育・徳育・体育 三位一体による医療人としての全人格の

完成」に基づき、教育理念を以下のように定める。 

生命の尊重と個人の尊厳を基本として、保健と医療と福祉の連携・統合をめざす

創造的な教育を推進し、確かな知識・技術と幅広く深い教養を身につけた人間性

豊かな専門職業人を養成することによって、地域社会ならびに国際社会に貢献す

ることを北海道医療大学の教育理念とする。 

 

本学の教育目的 

北海道医療大学の教育理念に沿って、幅広く深い教養に基づく豊かな人間性と高

度で正確な専門知識・技術を有し、保健・医療・福祉を中心とする多様な分野と

連携・協調して行動し、地域社会や国際社会で活躍できる専門職業人の養成を本

学の教育目的とする。 

 

本学の教育目標 

北海道医療大学の教育理念・教育目的に基づいて、以下の教育目標を定める。 

1．幅広く深い教養と豊かな人間性の涵養 

2．確かな専門の知識および技術の修得 

3．自主性・創造性および協調性の確立 

4．地域社会ならびに国際社会への貢献 

 

 

薬学部薬学科の教育理念 

本学の教育理念を基本として、薬と医療にかかわる総合的な科学技術教育を推進 

することにより、人々の健康を守り、地域社会ならびに人類の幸福に貢献するこ 

とを薬学部薬学科の教育理念とする。 

 

 



 

薬学部薬学科の教育目的 

薬学部薬学科の教育理念に沿って、薬剤師としての社会的使命を正しく遂行し得 

 るために必要な豊かな人間性、薬と医療にかかわる科学的知識、研究・実習を通じ

て体得した技能と問題解決能力を有する人材の養成を本学科の教育目的とする。 

 

薬学部薬学科の教育目標 

薬学部薬学科の教育理念・教育目的に基づいて、以下の教育目標を定める。 

 

1. 薬と医療に関する基礎および応用の科学ならびに技術の修得 

    2. 生命を尊重し、幅広く深い教養と豊かな人間性の涵養 

    3. 薬剤師としての技能と問題解決能力の修得 

    4. 自主性、協調性および創造性の涵養 

  5. 地域社会ならびに国際社会で活躍できる能力の涵養  

 

 

【北海道医療大学の三方針】 

 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

北海道医療大学は、大学および各学部学科の教育理念・教育目的に基づいた教

育目標の達成に向けて、全学教育および専門教育科目を履修し、保健・医療・

福祉の高度化・専門化に対応しうる高い技術と知識、優れた判断力と教養を身

につけ、各学部学科が定める履修上の要件を満たした学生に対して「学士」の

学位を授与します。 

 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

北海道医療大学は、教育理念にある「保健と医療と福祉の連携・統合」を基本と

して、確かな知識と技術、深い教養と豊かな人間性を持ち、広く社会に貢献でき

る専門職業人の養成に向けた教育課程を編成します。すなわち、幅広く深い教養 

と豊かな人間性・自立性・創造性・協調性の修得をめざす「全学教育科目」、お

よび確かな専門知識と技術の修得をめざす各学部・学科の「専門教育科目」を適

切に組合せた学士課程教育を提供します。 

 

 



 

入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

北海道医療大学は、「21世紀の新しい健康科学の構築」を追究し、社会の要請と 

期待に応えるため、豊かな人間性や協調性・創造性等に加えて、保健と医療と福

祉に関して各学部学科の高度な研究に裏打ちされた専門性の高い教育を行いま

す。本学卒業には各学部学科の「学位授与の方針」の要件を満たすこと、すなわ

ち、全学共通基盤の知識・技術・態度が必要となるばかりではなく高度な専門性

の修得が要求されます。そのため、各学部学科では学位授与の方針の要件をより

効果的に達成しうる資質を持った人材の受入れについて「入学者受入れの方針」

として定めています。 

 

【薬学部薬学科の三方針】 

 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

薬学部薬学科の教育目標に基づき、卒業のために以下の要件を満たすことが求め

られる。これらの要件には、薬剤師として社会で活躍するための基本的な 10 の

資質＊の養成が含まれる。 

1．医療人として求められる高い倫理観を持ち、法令を理解し、他 

     者を思いやる豊かな人間性を有する。  

2．有効で安全な薬物療法の実践、ならびに人々の健康な生活に寄 

     与するために必要な、基礎から応用までの薬学的知識を修得し 

ている。 

3．多職種が連携する医療チームに積極的に参画し、地域的および 

     国際的視野を持つ薬剤師としてふさわしい情報収集・評価・提 

供能力を有する。 

4．卒業研究や実務実習を通じて、医療の進歩に対応できる柔軟性 

と、臨床における問題点を発見・解決する能力を有する。 

5．後進の育成に努め、かつ生涯にわたって常に学び続ける姿勢と 

意欲を有する。 

＊薬剤師として求められる基本的な資質 

① 薬剤師としての心構え ② 患者・生活者本位の視点 ③ コミュニケーション能力 

④ チーム医療への参画 ⑤ 基礎的な科学力 ⑥ 薬物療法における実践的能力 

⑦ 地域の保健・医療における実践的能力 ⑧ 研究能力 ⑨ 自己研鑽 ⑩ 教育能力 

 



 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

薬学部薬学科の学位授与の方針に基づき、全学年を通して、薬学教育モデルコ

アカリキュラムに基づく教育・研究に加えて本学独自の教育課程を展開する。ま

た、チーム医療の重要性を体験する教育プログラムなどを通して、本学で学んだ

アイデンティティが自覚できるプログラムを構築する。その教育課程の編成・実

施の方針を以下に示す。 

1．高い倫理観と豊かな人間性をもつ薬剤師を養成するため、倫理 

や法規制度に関連する科目ならびにグループ討議を多用した 

コミュニケーション教育科目を配当する。 

2．薬学専門教育へ向けての基礎学力向上を目的とした教育プログ 

ラムを低学年において配当する。また、基礎薬学領域から社会 

薬学領域、衛生薬学領域、医療薬学領域へと順次段階を経て総 

合的に修得できるよう、専門教育科目を中心とした教育プログ 

ラムを展開する。 

3．医療系総合大学の利点を活かし、薬剤師を含めた医療従事者の 

職能を理解し、チーム医療の基礎となる全学部共同の教育科目 

を配当する。また、長期実務実習を配当し、4年次までに修得し 

た知識・技能・態度を医療現場で実践して、地域的視点および 

国際的視野を持つ薬剤師として必要な基礎的・応用的能力を養 

成する。 

4．4年次から 6年次にかけて、科学者としての薬剤師の能力を涵 

養するために、配属講座にて少人数制による総合薬学研究を行 

う。併せて、下級学年の学生の実験指導を通じて、後進の育成 

の重要性を体感する。 

5．科目の評価は、知識領域については主に試験、技能や態度につ 

いてはレポート・チェックリスト・ルーブリック等を用いて 

評価する。薬学実務実習についてはルーブリックをもとに形成 

的評価を継続的に行い、指導薬剤師および実務家教員による総 

合評価を行う。卒業研究は、配属講座教員による形成的評価、 

卒業研究論文および発表会の内容についてルーブリック等を 

用いて評価する。 

 



 

6．6年間の統合された学修評価は、1年次から担任との面談（年 2 

回）によって作成されている学生カルテや自己評価シートを用 

いて、配属講座担当教員との面談によって到達度を評価する。 

 

入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

薬学部薬学科では、学位授与の方針の要件を修得し、チーム医療を始め地域社会

や国際社会に貢献できる自立した薬剤師を養成することを目標としています。そ

のため、本学科では学位授与の方針の要件を、より効果的に達成しうる資質を持

った以下のような人材を広く求めます。 

 

1．保健・医療・福祉活動を通じて社会に貢献しようとする意欲が 

ある人 

2．生命を尊重し、他者を理解し、大切に思う心がある人 

3．薬学を学ぶ基礎学力＊を有し、高い学習意欲のある人 

4．主体性を持って様々な人々と協同して学ぶ意欲のある人 

5．他の医療スタッフと協働し、薬剤師として活躍したいという 

強い意志を持っている人 

6．薬学分野の様々なことに強い好奇心と探求心を持ち、最新の 

知識・技術を常に学び続けようとする人   

 

＊基礎学力について 

薬学部薬学科では、入学後、専門科目の基礎として、医薬品の定量的な 

扱いのための化学計算、物性の理解のための物理化学、医薬品が作用す 

る生体の働きを理解するための有機化学・生化学などの科目があります。 

また、世界共通の効果作用を持つ医薬品の理解には英語、そして実験実 

習には英語論文の理解が必要です。すなわち、高校で学習した数学、英 

語、化学、生物、物理などの知識や考え方を有効に活用することが学修 

成果を高めることにつながります。 

ここに示す「基礎学力を有し」とは、上記科目を高校で履修しているこ 

とをさします。 

ただし、理科 3科目全ての履修は限定されるため、少なくとも 1科目を 

履修しており、未履修の科目については合格後に本学が提供する教育プ 

ログラムを受講することを推奨します。 



【カリキュラム】
薬学部薬学科教育科目

全学教育科目 ＜令和3年度第1学年に適用＞

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

文章指導 文章指導 2 30

哲学入門 2 30

生命倫理学入門 2 30

心理学 2 30

日本の小説 2 30

医療の人類学 2 30

対人関係論入門 2 30

医療の法学 2 30

医療の経済学 2 30

英語コミュニケーションＡ 1 30

英語コミュニケーションＢ 1 30

英語Ａ 1 30

英語Ｂ 1 30

初級ドイツ語 1 30

中級ドイツ語 1 30

運動科学演習Ⅰ 1 30

運動科学演習Ⅱ 1 30

情報科学科目 情報科学 情報科学 2 30

物理数学Ⅰ 2 30

物理数学Ⅱ 2 30

基礎無機化学 1 20

有機化学入門 1 20

基礎物理化学Ⅰ 1 20

基礎物理化学Ⅱ 1 20

生物学 2 30

基礎生理学 2 30

基礎化学演習Ⅰ 1 30

基礎化学演習Ⅱ 1 30

基礎生物学演習 1 30

基礎物理数学演習 1 30

自然科学実験 自然科学実習 3

早期体験学習 2 30

メディカルカフェをつくる【開講なし】 [2］

医療倫理 医療倫理学 2 30

多職種連携 多職種連携入門 2 30

多職種連携 全学地域包括ケア実践演習 [2］

・全学教育科目 ３６単位以上修得（必修２８単位、選択８単位）
・単位数欄が［　］の科目は、自由選択科目を示し、卒業単位に含まない。
・授業科目について配当単位の記載が複数ある場合は、複数の授業題目により行われることを示し、それぞれの授業題目を一つの授業科目として履修することができる。
　

医療基盤教育 医療基盤科目

地域連携

運動科学演習

自然科学
科目

物理数学
基礎教育

外国語科目

英語Ⅰ

英語Ⅱ

生物学

自然科学入門

初修外国語

健康・運動
科学科目

教養科目

種類 科目区分 授業科目 授業題目

教養教育

人間と思想

人間と文化

人間と社会

5学年 6学年

開講年次・時間数

備考

30 30

3科目
6単位以上

修得

135

30

単位数

化学

1学年 2学年 3学年 4学年



専門教育科目

１　必修科目 ＜令和3年度第1学年に適用＞その１

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

分析化学 I 1 20

分析化学 II 2 30

無機薬化学 1 20

物理化学 I 2 30

物理化学 II 2 30

機器分析学 2 30

放射薬品学 2 30

薬用植物学 1 20

基礎有機化学 1 20

生薬学 1 20

有機薬化学 I 2 30

有機薬化学 II 2 30

有機化学演習 1 30

有機薬化学 III 2 30

生体分子の化学 1 20

医薬品化学 1 20

解剖生理学 I 1 20

解剖生理学 II 1 20

解剖生理学 III 1 20

基礎生化学 1 20

微生物学 1 20

臨床微生物学 1 20

代謝生化学 1 20

分子細胞生物学 2 30

免疫学 2 30

環境衛生学 2 30

公衆衛生学 2 30

衛生化学 1 20

毒性学 1 20

食品衛生学 2 30

毒性影響と評価 1 20

病態生理総論 1 20

薬理学総論 1 20

診断学 1 20

薬物療法学 I 1 20

薬物療法学 II 1 20

薬物療法学 III 1 20

薬物療法学 IV 1 20

薬物療法学 V 1 20

薬物療法学 VI 1 20

薬物療法学 VII 1 20

薬物療法学 VIII 1 20

医薬品安全 1 20

臨床検査医学 1 20

製剤学 1 20

製剤工学 2 30

生物薬剤学 I 2 30

生物薬剤学 II 1 20

薬物速度論 1 20

薬物送達学 1 20

臨床薬物動態学 2 30

実務薬学入門 1 20

医薬品情報学 1 20

実務薬学 I 2 30

実務薬学 II 2 30

地域医療学 2 30

薬剤疫学 1 20

社会薬学 I 1 20

社会薬学 II 1 20

基礎薬学概論 1 20

医療薬学概論 1 20

薬学英語 I 1 30

薬学英語 II 1 30

実務実習前実践演習 I 2 60

実務実習前実践演習 II 2 60

実務実習前実践演習 III 2 60

基礎薬学複合演習 I* 1 30

基礎薬学複合演習 II* 1 30

基礎薬学複合演習 III* 1 30

衛生薬学複合演習* 1 30

医療薬学複合演習 I* 1 30

医療薬学複合演習 II* 1 30

実務社会薬学複合演習* 1 30

総合 薬学総合演習 10 300

備考4学年 5学年 6学年

統
合
演
習

実践

複合

医
療
薬
学

薬理／
病態／

薬物治療

薬剤

実
務
薬
学
／
社
会
薬
学
／
他

実務

法制

その他

衛
生
薬
学

衛生

1学年 2学年 3学年

 
薬
学
基
礎

物理

化学

生物

系 授業科目
単位数

開講年次・時間数



専門教育科目

１　必修科目 ＜令和3年度第1学年に適用＞その２

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

基礎薬学 I 実習 2 90

基礎薬学 II 実習 2 90

衛生薬学実習 2 90

基礎薬学 III 実習 2 90

医療薬学 I 実習 2 90

医療薬学 II 実習 2 90

医療薬学 III 実習 4 180

実務実習 （病院） 10

実務実習 （薬局） 10

総合薬学研究 10

２　選択科目 ＜令和3年度第1学年に適用＞

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

医療推計学 1 20

有機構造分析学 1 20

局方試験法 1 20

生体機能診断学 1 20

臨床薬理学 1 20

遺伝子工学 1 20

漢方薬学概論 1 20

薬学特別演習 I 1

薬学特別演習 II 1

薬学特別演習 III 1

薬学特別演習 IV 1 30

医療福祉活動演習（コミュニケーション） 1

医療福祉活動演習（福祉） 1

医療福祉活動演習（在宅） 1

グローバルコミュニケーション I 1

グローバルコミュニケーション II 1

薬学基礎研究 I ［1］

薬学基礎研究 II ［1］

薬学基礎研究 III ［1］ 30

応用有機化学特論* 1 20

応用物理化学特論* 1 20

応用生物学特論* 1 20

応用衛生学特論* 1 20

臨床栄養学* 1 20

臨床画像解析学* 1 20

処方解析演習* 1 30

看護実践学* 1 20

フィジカルアセスメント* 1 20

レギュラトリーサイエンス* 1 20

ヘルスエコノミクス* 1 20

6学年1学年 2学年 3学年 4学年 5学年

・全学教育科目及び専門教育科目を総計１９７単位以上修得
　（必修１３３単位、選択１８単位、基本実習１６単位、実務実習２０単位、総合薬学研究１０単位）

・ 専門教育科目１６１単位以上修得
　（必修１０５単位、選択１０単位、基本実習１６単位、実務実習２０単位、総合薬学研究１０単位）

・ 単位数欄が［　］の科目は、卒業単位に含まない。

・　* は、アドバンスト教育科目を示す。

30

30

30

アドバンスト
選択

専
門
選
択
科
目

基礎選択

オリジナル
選択

30

30

30

30

30

備考1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年

450

450

450

開講年次・時間数
備考

30

30

実
習

基本

実務

系

研究

系 授業科目
単位数

開講年次・時間数

授業科目
単位数



【カリキュラム】
薬学部薬学科教育科目

全学教育科目 ＜令和3年度第2学年に適用＞

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

文章指導 文章指導 2 30

哲学入門 2 30

生命倫理学入門 2 30

心理学 2 30

日本の小説 2 30

医療の人類学 2 30

対人関係論入門 2 30

医療の法学 2 30

経済学入門 2 30

英語コミュニケーションＡ 1 30

英語コミュニケーションＢ 1 30

英語Ａ 1 30

英語Ｂ 1 30

初級ドイツ語 1 30

中級ドイツ語 1 30

運動科学演習Ⅰ 1 30

運動科学演習Ⅱ 1 30

情報科学科目 情報科学 情報科学 2 30

物理数学Ⅰ 2 30

物理数学Ⅱ 2 30

基礎無機化学 1 20

有機化学入門 1 20

基礎物理化学Ⅰ 1 20

基礎物理化学Ⅱ 1 20

生物学 2 30

基礎生理学 2 30

基礎化学演習Ⅰ 1 30

基礎化学演習Ⅱ 1 30

基礎生物学演習 1 30

基礎物理数学演習 1 30

自然科学実験 自然科学実習 3

早期体験学習 2 30

メディカルカフェをつくる【開講なし】 [2］

医療倫理 医療倫理学 2 30

多職種連携入門 2 30

全学連携地域包括ケア実践演習 [2］ 30

・全学教育科目 ３６単位以上修得（必修２８単位、選択８単位）
・単位数欄が［　］の科目は、自由選択科目を示し、卒業単位に含まない。
・授業科目について配当単位の記載が複数ある場合は、複数の授業題目により行われることを示し、それぞれの授業題目を一つの授業科目として履修することができる。
　

医療基盤教育 医療基盤科目

地域連携

運動科学演習

自然科学
科目

物理数学

基礎教育

外国語科目

英語Ⅰ

英語Ⅱ

生物学

自然科学入門

初修外国語

健康・運動
科学科目

多職種連携

種類 科目区分 授業科目 授業題目

教養教育

人間と思想

人間と文化

人間と社会

30 30

3科目
6単位以上

修得

135

教養科目

4学年 5学年 6学年

開講年次・時間数

備考
単位数

化学

1学年 2学年 3学年



専門教育科目

１　必修科目 ＜令和3年度第2学年に適用＞その１

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

分析化学 I 1 20

分析化学 II 2 30

無機薬化学 1 20

物理化学 I 2 30

物理化学 II 2 30

機器分析学 2 30

放射薬品学 2 30

薬用植物学 1 20

基礎有機化学 1 20

生薬学 1 20

有機薬化学 I 2 30

有機薬化学 II 2 30

有機化学演習 1 30

有機薬化学 III 2 30

生体分子の化学 1 20

医薬品化学 1 20

解剖生理学 I 1 20

解剖生理学 II 1 20

解剖生理学 III 1 20

基礎生化学 1 20

微生物学 1 20

臨床微生物学 1 20

代謝生化学 1 20

分子細胞生物学 2 30

免疫学 2 30

環境衛生学 2 30

公衆衛生学 2 30

衛生化学 1 20

毒性学 1 20

食品衛生学 2 30

毒性影響と評価 1 20

病態生理総論 1 20

薬理学総論 1 20

診断学 1 20

薬物療法学 I 1 20

薬物療法学 II 1 20

薬物療法学 III 1 20

薬物療法学 IV 1 20

薬物療法学 V 1 20

薬物療法学 VI 1 20

薬物療法学 VII 1 20

薬物療法学 VIII 1 20

医薬品安全 1 20

臨床検査医学 1 20

製剤学 1 20

製剤工学 2 30

生物薬剤学 I 2 30

生物薬剤学 II 1 20

薬物速度論 1 20

薬物送達学 1 20

臨床薬物動態学 2 30

実務薬学入門 1 20

医薬品情報学 1 20

実務薬学 I 2 30

実務薬学 II 2 30

地域医療学 2 30

薬剤疫学 1 20

社会薬学 I 1 20

社会薬学 II 1 20

基礎薬学概論 1 20

医療薬学概論 1 20

薬学英語 I 1 30

薬学英語 II 1 30

実務実習前実践演習 I 2 60

実務実習前実践演習 II 2 60

実務実習前実践演習 III 2 60

基礎薬学複合演習 I* 1 30

基礎薬学複合演習 II* 1 30

基礎薬学複合演習 III* 1 30

衛生薬学複合演習* 1 30

医療薬学複合演習 I* 1 30

医療薬学複合演習 II* 1 30

実務社会薬学複合演習* 1 30

基礎薬学総合演習 3 90

衛生薬学総合演習 2 60

医療薬学総合演習 I 3 90

医療薬学総合演習 II 2 60

実務社会薬学総合演習 3 90

衛
生
薬
学

衛生

1学年 2学年 3学年

 
薬
学
基
礎

物理

化学

生物

系 授業科目
単位数

開講年次・時間数

医
療
薬
学

薬理／
病態／

薬物治療

薬剤

実
務
薬
学
／
社
会
薬
学
／
他

実務

法制

その他

統
合
演
習

実践

複合

総合

備考4学年 5学年 6学年



専門教育科目

１　必修科目 ＜令和3年度第2学年に適用＞その２

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

基礎薬学 I 実習 2 90

基礎薬学 II 実習 2 90

衛生薬学実習 2 90

基礎薬学 III 実習 2 90

医療薬学 I 実習 2 90

医療薬学 II 実習 2 90

医療薬学 III 実習 4 180

実務実習 （病院） 10

実務実習 （薬局） 10

総合薬学研究 10

２　選択科目 ＜令和3年度第2学年に適用＞

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

医療推計学 1 20

有機構造分析学 1 20

局方試験法 1 20

生体機能診断学 1 20

臨床薬理学 1 20

遺伝子工学 1 20

漢方薬学概論 1 20

薬学特別演習 I 1

薬学特別演習 II 1

薬学特別演習 III 1

薬学特別演習 IV 1 30

医療福祉活動演習（コミュニケーション） 1

医療福祉活動演習（福祉） 1

医療福祉活動演習（在宅） 1

グローバルコミュニケーション I 1

グローバルコミュニケーション II 1

薬学基礎研究 I ［1］

薬学基礎研究 II ［1］

薬学基礎研究 III ［1］ 30

応用有機化学特論* 1 20

応用物理化学特論* 1 20

応用生物学特論* 1 20

応用衛生学特論* 1 20

臨床栄養学* 1 20

臨床画像解析学* 1 20

処方解析演習* 1 30

看護実践学* 1 20

フィジカルアセスメント* 1 20

レギュラトリーサイエンス* 1 20

ヘルスエコノミクス* 1 20

30

30

30

30

実
習

基本

実務

系

研究

系 授業科目
単位数

備考1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年

開講年次・時間数

450

450

450

・全学教育科目及び専門教育科目を総計２００単位以上修得
　（必修１３６単位、選択１８単位、基本実習１６単位、実務実習２０単位、総合薬学研究１０単位）

・ 専門教育科目１６４単位以上修得
　（必修１０８単位、選択１０単位、基本実習１６単位、実務実習２０単位、総合薬学研究１０単位）

・ 単位数欄が［　］の科目は、卒業単位に含まない。

・　* は、アドバンスト教育科目を示す。

30

30

30

アドバンスト
選択

専
門
選
択
科
目

基礎選択

オリジナル
選択

30

30

30

授業科目
単位数

開講年次・時間数

備考1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年



【カリキュラム】
薬学部薬学科教育科目

全学教育科目 ＜令和3年度第3学年に適用＞

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

文章指導 文章指導 2 30

哲学入門 2 30

生命倫理学入門 2 30

心理学 2 30

日本の小説 2 30

医療社会史 2 30

医療の人類学 2 30

対人関係論入門 2 30

医療の法学 2 30

医療の経済学 2 30

英語コミュニケーションＡ 1 30

英語コミュニケーションＢ 1 30

英語Ａ 1 30

英語Ｂ 1 30

初級ドイツ語 1 30

中級ドイツ語 1 30

運動科学演習Ⅰ 1 30

運動科学演習Ⅱ 1 30

情報科学科目 情報科学 情報科学 2 30

物理数学Ⅰ 2 30

物理数学Ⅱ 2 30

基礎無機化学 1 20

有機化学入門 1 20

基礎物理化学Ⅰ 1 20

基礎物理化学Ⅱ 1 20

生物学 2 30

基礎生理学 2 30

基礎化学演習Ⅰ 1 30

基礎化学演習Ⅱ 1 30

基礎生物学演習 1 30

基礎物理数学演習 1 30

自然科学実験 自然科学実習 3

早期体験学習 2 30

メディカルカフェをつくる【開講なし】 [2］

医療倫理 医療倫理学 2 30

多職種連携 多職種連携入門 2 30

・全学教育科目 ３６単位以上修得（必修２８単位、選択８単位）
・単位数欄が［　］の科目は、自由選択科目を示し、卒業単位に含まない。
・授業科目について配当単位の記載が複数ある場合は、複数の授業題目により行われることを示し、それぞれの授業題目を一つの授業科目として履修することができる。
　

3科目
6単位以上

修得

135

単位数
5学年 6学年

開講年次・時間数

備考1学年 2学年 3学年 4学年

30 30

教養科目

種類 科目区分 授業科目 授業題目

教養教育

人間と思想

人間と文化

人間と社会

医療基盤教育 医療基盤科目

地域連携

運動科学演習

自然科学
科目

物理数学
基礎教育

外国語科目

英語Ⅰ

英語Ⅱ

生物学

自然科学入門

初修外国語

健康・運動
科学科目

化学



専門教育科目

１　必修科目 ＜令和3年度第3学年に適用＞その１

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

分析化学 I 1 20

分析化学 II 2 30

無機薬化学 1 20

物理化学 I 2 30

物理化学 II 2 30

機器分析学 2 30

放射薬品学 2 30

薬用植物学 1 20

基礎有機化学 1 20

生薬学 1 20

有機薬化学 I 2 30

有機薬化学 II 2 30

有機化学演習 1 30

有機薬化学 III 2 30

生体分子の化学 1 20

医薬品化学 1 20

解剖生理学 I 1 20

解剖生理学 II 1 20

解剖生理学 III 1 20

基礎生化学 1 20

微生物学 1 20

臨床微生物学 1 20

代謝生化学 1 20

分子細胞生物学 2 30

免疫学 2 30

環境衛生学 2 30

公衆衛生学 2 30

衛生化学 1 20

毒性学 1 20

食品衛生学 2 30

毒性影響と評価 1 20

病態生理総論 1 20

薬理学総論 1 20

診断学 1 20

薬物療法学 I 1 20

薬物療法学 II 1 20

薬物療法学 III 1 20

薬物療法学 IV 1 20

薬物療法学 V 1 20

薬物療法学 VI 1 20

薬物療法学 VII 1 20

薬物療法学 VIII 1 20

医薬品安全 1 20

臨床検査医学 1 20

製剤学 1 20

製剤工学 2 30

生物薬剤学 I 2 30

生物薬剤学 II 1 20

薬物速度論 1 20

薬物送達学 1 20

臨床薬物動態学 2 30

実務薬学入門 1 20

医薬品情報学 1 20

実務薬学 I 2 30

実務薬学 II 2 30

地域医療学 2 30

薬剤疫学 1 20

社会薬学 I 1 20

社会薬学 II 1 20

基礎薬学概論 1 20

医療薬学概論 1 20

薬学英語 I 1 30

薬学英語 II 1 30

実務実習前実践演習 I 2 60

実務実習前実践演習 II 2 60

実務実習前実践演習 III 2 60

基礎薬学複合演習 I* 1 30

基礎薬学複合演習 II* 1 30

基礎薬学複合演習 III* 1 30

衛生薬学複合演習* 1 30

医療薬学複合演習 I* 1 30

医療薬学複合演習 II* 1 30

実務社会薬学複合演習* 1 30

基礎薬学総合演習 3 90

衛生薬学総合演習 2 60

医療薬学総合演習 I 3 90

医療薬学総合演習 II 2 60

実務社会薬学総合演習 3 90

衛
生
薬
学

衛生

1学年 2学年 3学年

 
薬
学
基
礎

物理

化学

生物

系 授業科目
単位数

開講年次・時間数

医
療
薬
学

薬理／
病態／

薬物治療

薬剤

実
務
薬
学
／
社
会
薬
学
／
他

実務

法制

その他

統
合
演
習

実践

複合

総合

備考4学年 5学年 6学年



専門教育科目

１　必修科目 ＜令和3年度第3学年に適用＞その２

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

基礎薬学 I 実習 2 90

基礎薬学 II 実習 2 90

衛生薬学実習 2 90

基礎薬学 III 実習 2 90

医療薬学 I 実習 2 90

医療薬学 II 実習 2 90

医療薬学 III 実習 4 180

実務実習 （病院） 10

実務実習 （薬局） 10

総合薬学研究 10

２　選択科目 ＜令和3年度第3学年に適用＞

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

医療推計学 1 20

有機構造分析学 1 20

局方試験法 1 20

生体機能診断学 1 20

臨床薬理学 1 20

遺伝子工学 1 20

漢方薬学概論 1 20

薬学特別演習 I 1

薬学特別演習 II 1

薬学特別演習 III 1

薬学特別演習 IV 1 30

医療福祉活動演習（コミュニケーション） 1

医療福祉活動演習（福祉） 1

医療福祉活動演習（在宅） 1

グローバルコミュニケーション I 1

グローバルコミュニケーション II 1

薬学基礎研究 I ［1］

薬学基礎研究 II ［1］

薬学基礎研究 III ［1］ 30

応用有機化学特論* 1 20

応用物理化学特論* 1 20

応用生物学特論* 1 20

応用衛生学特論* 1 20

臨床栄養学* 1 20

臨床画像解析学* 1 20

処方解析演習* 1 30

看護実践学* 1 20

フィジカルアセスメント* 1 20

レギュラトリーサイエンス* 1 20

ヘルスエコノミクス* 1 20

30

30

実
習

基本

実務

系

研究

系 授業科目
単位数

備考1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年

開講年次・時間数

450

450

450

・全学教育科目及び専門教育科目を総計２００単位以上修得
　（必修１３６単位、選択１８単位、基本実習１６単位、実務実習２０単位、総合薬学研究１０単位）

・ 専門教育科目１６４単位以上修得
　（必修１０８単位、選択１０単位、基本実習１６単位、実務実習２０単位、総合薬学研究１０単位）

・ 単位数欄が［　］の科目は、卒業単位に含まない。

・　* は、アドバンスト教育科目を示す。

30

30

30

アドバンスト
選択

専
門
選
択
科
目

基礎選択

オリジナル
選択

30

30

30

30

30

授業科目
単位数

開講年次・時間数

備考1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年



【カリキュラム】
薬学部薬学科教育科目

全学教育科目 ＜令和3年度第4・5・6学年に適用＞

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

基礎ゼミナール 自然科学総合 2 30

文章指導 人文・社会科学総合 2 30

哲学入門 2 30

生命倫理学入門 2 30

心理学 2 30

日本の小説 2 30

医療社会史 2 30

医療の人類学 2 30

対人関係論入門 2 30

医療の法学 2 30

医療の経済学 2 30

オーラル・イングリッシュＡ 1 30

オーラル・イングリッシュＢ 1 30

英語Ａ 1 30

英語Ｂ 1 30

初級フランス語 1 30

中級フランス語 1 30

初級ドイツ語 1 30

中級ドイツ語 1 30

運動科学演習Ⅰ 1 30

運動科学演習Ⅱ 1 30

情報科学科目 情報科学 情報科学 2 30

数学 数学 2 30

物理学 物理学 2 30

化学通論Ⅰ 2 30

化学通論Ⅱ 2 30

生物学 2 30

基礎生理学 2 30

基礎化学演習Ⅰ 1 30

基礎化学演習Ⅱ 1 30

基礎生物学演習 1 30

基礎物理学演習 1 30

自然科学実験 自然科学実習 3

個体差健康科学 個体差健康科学・多職種連携入門 2 30

早期体験学習 2 30

メディカルカフェをつくる【開講なし】 [2］

医療倫理 医療倫理学 2 30

・全学教育科目 ３８単位以上修得（必修２８単位、選択１０単位）
・単位数欄が［　］の科目は、自由選択科目を示し、卒業単位に含まない。
・授業科目について配当単位の記載が複数ある場合は、複数の授業題目により行われることを示し、それぞれの授業題目を一つの授業科目として履修することができる。
　

5学年 6学年

開講年次・時間数

備考種類 科目区分 授業科目 授業題目
単位数

1学年 2学年 3学年 4学年

教養科目

人間と思想

人間と文化

人間と社会

医療基盤教育 医療基盤科目 地域連携

運動科学演習

自然科学
科目

化学

30 30

1科目
2単位以上

修得

3科目
6単位以上

修得

基礎教育

外国語科目

英語Ⅰ

英語Ⅱ

教養教育

導入科目

生物学

自然科学入門

135

フランス語

ドイツ語

健康・運動
科学科目



専門教育科目

１　必修科目 ＜令和3年度第4・5・6学年に適用＞その１

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

分析化学 I 1 20

分析化学 II 2 30

無機薬化学 1 20

物理化学 I 2 30

物理化学 II 2 30

機器分析学 2 30

放射薬品学 2 30

薬用植物学 1 20

基礎有機化学 1 20

生薬学 1 20

有機薬化学 I 2 30

有機薬化学 II 2 30

有機化学演習 1 30

有機薬化学 III 2 30

生体分子の化学 1 20

医薬品化学 1 20

解剖生理学 I 1 20

解剖生理学 II 1 20

解剖生理学 III 1 20

基礎生化学 1 20

微生物学 1 20

臨床微生物学 1 20

代謝生化学 1 20

分子細胞生物学 2 30

免疫学 2 30

環境衛生学 2 30

公衆衛生学 2 30

衛生化学 1 20

毒性学 1 20

食品衛生学 2 30

毒性影響と評価 1 20

病態生理総論 1 20

薬理学総論 1 20

診断学 1 20

薬物療法学 I 1 20

薬物療法学 II 1 20

薬物療法学 III 1 20

薬物療法学 IV 1 20

薬物療法学 V 1 20

薬物療法学 VI 1 20

薬物療法学 VII 1 20

薬物療法学 VIII 1 20

医薬品安全 1 20

臨床検査医学 1 20

製剤学 1 20

製剤工学 2 30

生物薬剤学 I 2 30

生物薬剤学 II 1 20

薬物速度論 1 20

薬物送達学 1 20

臨床薬物動態学 2 30

実務薬学入門 1 20

医薬品情報学 1 20

実務薬学 I 2 30

実務薬学 II 2 30

地域医療学 2 30

薬剤疫学 1 20

社会薬学 I 1 20

社会薬学 II 1 20

基礎薬学概論 1 20

医療薬学概論 1 20

薬学英語 I 1 30

薬学英語 II 1 30

実務実習前実践演習 I 2 60

実務実習前実践演習 II 2 60

実務実習前実践演習 III 2 60

基礎薬学複合演習 I* 1 30

基礎薬学複合演習 II* 1 30

基礎薬学複合演習 III* 1 30

衛生薬学複合演習* 1 30

医療薬学複合演習 I* 1 30

医療薬学複合演習 II* 1 30

実務社会薬学複合演習* 1 30

基礎薬学総合演習 3 90

衛生薬学総合演習 2 60

医療薬学総合演習 I 3 90

医療薬学総合演習 II 2 60

実務社会薬学総合演習 3 90

備考4学年 5学年 6学年

統
合
演
習

実践

複合

総合

医
療
薬
学

薬理／
病態／

薬物治療

薬剤

実
務
薬
学
／
社
会
薬
学
／
他

実務

法制

その他

衛
生
薬
学

衛生

1学年 2学年 3学年

 
薬
学
基
礎

物理

化学

生物

系 授業科目
単位数

開講年次・時間数



専門教育科目

１　必修科目 ＜令和3年度第4・5・6学年に適用＞その２

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

基礎薬学 I 実習 2 90

基礎薬学 II 実習 2 90

衛生薬学実習 2 90

基礎薬学 III 実習 2 90

医療薬学 I 実習 2 90

医療薬学 II 実習 2 90

医療薬学 III 実習 4 180

実務実習 （病院） 10

実務実習 （薬局） 10

総合薬学研究 10

２　選択科目 ＜令和3年度第4・5・6学年に適用＞

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

医療推計学 1 20

有機構造分析学 1 20

局方試験法 1 20

生体機能診断学 1 20

臨床薬理学 1 20

遺伝子工学 1 20

漢方薬学概論 1 20

薬学特別演習 I 1

薬学特別演習 II 1

薬学特別演習 III 1

薬学特別演習 IV 1 30

医療福祉活動演習（コミュニケーション） 1

医療福祉活動演習（福祉） 1

医療福祉活動演習（在宅） 1

グローバルコミュニケーション I 1

グローバルコミュニケーション II 1

薬学基礎研究 I ［1］

薬学基礎研究 II ［1］

薬学基礎研究 III ［1］ 30

応用有機化学特論* 1 20

応用物理化学特論* 1 20

応用生物学特論* 1 20

応用衛生学特論* 1 20

臨床栄養学* 1 20

臨床画像解析学* 1 20

処方解析演習* 1 30

看護実践学* 1 20

フィジカルアセスメント* 1 20

レギュラトリーサイエンス* 1 20

ヘルスエコノミクス* 1 20

備考1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年

・全学教育科目及び専門教育科目を総計２０２単位以上修得
　（必修１３６単位、選択２０単位、基本実習１６単位、実務実習２０単位、総合薬学研究１０単位）

・ 専門教育科目１６４単位以上修得
　（必修１０８単位、選択１０単位、基本実習１６単位、実務実習２０単位、総合薬学研究１０単位）

・ 単位数欄が［　］の科目は、卒業単位に含まない。

・　* は、アドバンスト教育科目を示す。

30

30

30

アドバンスト
選択

専
門
選
択
科
目

基礎選択

オリジナル
選択

30

30

30

30

30

備考1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年

開講年次・時間数

450

450

450

開講年次・時間数

30

30

実
習

基本

実務

系

研究

系 授業科目
単位数

授業科目
単位数



薬学部薬学科カリキュラムマップ＜令和３年度第１学年に適用＞

薬学部カリキュラムポリシー、薬学教育モデル･コアカリキュラムに基づき、10の基本的資質を修得し医療および薬学の発
展に貢献できる薬剤師の育成を目標とする。

1年次
前期 後期

医 療 薬 学 概 論医 療 薬 学 概 論基 礎 薬 学 概 論基 礎 薬 学 概 論 医 療 倫 理 学医 療 倫 理 学

社 会 薬 学 Ⅰ社 会 薬 学 Ⅰ

分 析 化 学 Ⅰ分 析 化 学 Ⅰ 分 析 化 学 Ⅱ分 析 化 学 Ⅱ

無 機 薬 化 学無 機 薬 化 学

物 理 化 学 Ⅱ物 理 化 学 Ⅱ

物 理 化 学 Ⅰ物 理 化 学 Ⅰ

機 器 分 析 学機 器 分 析 学 放 射 薬 品 学放 射 薬 品 学

薬 用 植 物 学薬 用 植 物 学 生 薬 学生 薬 学

有 機 薬 化 学 Ⅰ有 機 薬 化 学 Ⅰ

有 機 薬 化 学 Ⅱ有 機 薬 化 学 Ⅱ

有 機 化 学 演 習有 機 化 学 演 習

有 機 薬 化 学 Ⅲ有 機 薬 化 学 Ⅲ 生体分子の化学生体分子の化学

基 礎 有 機 化 学基 礎 有 機 化 学

解 剖 生 理 学 Ⅲ解 剖 生 理 学 Ⅲ

基 礎 生 化 学基 礎 生 化 学

臨 床 微 生 物 学臨 床 微 生 物 学 分子細胞生物学分子細胞生物学 免 疫 学免 疫 学

環 境 衛 生 学環 境 衛 生 学

解 剖 生 理 学 Ⅰ解 剖 生 理 学 Ⅰ

微 生 物 学微 生 物 学

代 謝 生 化 学代 謝 生 化 学

公 衆 衛 生 学公 衆 衛 生 学

衛 生 化 学衛 生 化 学
食 品 衛 生 学食 品 衛 生 学

毒 性 学毒 性 学

病 態 生 理 総 論病 態 生 理 総 論

薬 理 学 総 論薬 理 学 総 論

薬 物 療 法 学 Ⅱ薬 物 療 法 学 Ⅱ

薬 物 療 法 学 Ⅲ薬 物 療 法 学 Ⅲ

薬 物 療 法 学 Ⅵ薬 物 療 法 学 Ⅵ

薬 物 療 法 学 Ⅳ薬 物 療 法 学 Ⅳ
薬 物 療 法 学 Ⅶ薬 物 療 法 学 Ⅶ

薬 物 療 法 学 Ⅴ薬 物 療 法 学 Ⅴ

診 断 学診 断 学

薬 物 療 法 学 Ⅰ薬 物 療 法 学 Ⅰ

薬 物 療 法 学 Ⅷ薬 物 療 法 学 Ⅷ

基礎薬学Ⅰ実習基礎薬学Ⅰ実習

基礎薬学Ⅱ実習基礎薬学Ⅱ実習

基礎薬学Ⅲ実習基礎薬学Ⅲ実習

衛 生 薬 学 実 習衛 生 薬 学 実 習

生 物 薬 剤 学 Ⅱ生 物 薬 剤 学 Ⅱ製 剤 学製 剤 学 製 剤 工 学製 剤 工 学 生 物 薬 剤 学 Ⅰ生 物 薬 剤 学 Ⅰ

薬 物 速 度 論薬 物 速 度 論

実 務 薬 学 Ⅰ実 務 薬 学 Ⅰ

医 療 福 祉 活 動 演 習医 療 福 祉 活 動 演 習

実 務 薬 学 入 門実 務 薬 学 入 門

医 薬 品 情 報 学医 薬 品 情 報 学

医 療 福 祉 活 動 演 習医 療 福 祉 活 動 演 習

薬 学 基 礎 研 究 Ⅱ薬 学 基 礎 研 究 Ⅱ薬 学 基 礎 研 究 Ⅰ薬 学 基 礎 研 究 Ⅰ

2年次
前期 後期

3年次
前期 後期

C 薬学基礎
(物理)

D 衛生薬学

E 医療薬学
(薬理系)

(化学)

(生物)

(薬剤系)

モ
デ
ル
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

A 基本事項

B 薬学と社会

F 薬学臨床

G 薬学研究

統 合 演 習

準 備 教 育
アドバンスト教育

薬 学 特 別 演 習 Ⅱ薬 学 特 別 演 習 Ⅱ薬 学 特 別 演 習 Ⅰ薬 学 特 別 演 習 Ⅰ

薬 学 特 別 演 習 Ⅲ薬 学 特 別 演 習 Ⅲ

英 語 B英 語 B

グローバルコミュニケーショングローバルコミュニケーション

英 語 A英 語 A

グローバルコミュニケーショングローバルコミュニケーション

薬 学 英 語 Ⅰ薬 学 英 語 Ⅰ

生命倫理学入門生命倫理学入門

医 療 推 計 学医 療 推 計 学

有機構造分析学有機構造分析学

局 方 試 験 法局 方 試 験 法

早 期 体 験 学 習早 期 体 験 学 習

医療薬学Ⅰ実習医療薬学Ⅰ実習

運動科学演習Ⅰ運動科学演習Ⅰ

物 理 数 学 Ⅰ物 理 数 学 Ⅰ

基 礎 無 機 化 学基 礎 無 機 化 学

有 機 化 学 入 門有 機 化 学 入 門
生 物 学生 物 学

基 礎 生 理 学基 礎 生 理 学

情 報 科 学情 報 科 学

基礎物理化学Ⅰ基礎物理化学Ⅰ

基礎物理化学Ⅱ基礎物理化学Ⅱ

対人関係論入門対人関係論入門

医 療 の 法 学医 療 の 法 学

初 級 ド イ ツ 語初 級 ド イ ツ 語

物 理 数 学 Ⅱ物 理 数 学 Ⅱ

基礎化学演習Ⅱ基礎化学演習Ⅱ
運動科学演習Ⅱ運動科学演習Ⅱ

日 本 の 小 説日 本 の 小 説

中 級 ド イ ツ 語中 級 ド イ ツ 語

医 療 の 人 類 学医 療 の 人 類 学

経 済 学 入 門経 済 学 入 門
心 理 学心 理 学

解 剖 生 理 学 Ⅱ解 剖 生 理 学 Ⅱ

英語コミュニケーションA

文 章 指 導文 章 指 導

哲 学 入 門哲 学 入 門

基礎物理数学演習基礎物理数学演習

基礎化学演習Ⅰ基礎化学演習Ⅰ

基礎生物学演習基礎生物学演習

グローバルコミュニケーショングローバルコミュニケーション

自 然 科 学 実 習自 然 科 学 実 習

英語コミュニケーションB

多 職 種 連 携 入 門多 職 種 連 携 入 門



4年次
前期 後期

医 薬 品 化 学医 薬 品 化 学

医 療 福 祉 活 動 演 習医 療 福 祉 活 動 演 習

5年次
前期 後期

6年次
前期 後期

応用有機化学特論応用有機化学特論 薬 学 英 語 Ⅱ薬 学 英 語 Ⅱ
応用物理化学特論応用物理化学特論

応用生物学特論応用生物学特論

応用衛生学特論応用衛生学特論

グローバルコミュニケーショングローバルコミュニケーション

卒

業

試

験

薬

剤

師

国

家

試

験

毒性影響と 評価毒性影響と 評価

医 薬 品 安 全医 薬 品 安 全

臨 床 検 査 医 学臨 床 検 査 医 学

薬 物 送 達 学薬 物 送 達 学

臨床薬物動態学臨床薬物動態学

実 務 薬 学 Ⅱ実 務 薬 学 Ⅱ 地 域 医 療 学地 域 医 療 学

薬 剤 疫 学薬 剤 疫 学

社 会 薬 学 Ⅱ社 会 薬 学 Ⅱ

実務実習前実践演習Ⅰ実務実習前実践演習Ⅰ

実務実習前実践演習Ⅱ実務実習前実践演習Ⅱ

実務実習前実践演習Ⅲ実務実習前実践演習Ⅲ

基礎薬学複合演習Ⅰ基礎薬学複合演習Ⅰ

基礎薬学複合演習Ⅱ基礎薬学複合演習Ⅱ

薬 学 総 合 演 習薬 学 総 合 演 習

基礎薬学複合演習Ⅲ基礎薬学複合演習Ⅲ

衛 生 薬 学 複 合 演 習衛 生 薬 学 複 合 演 習

医療薬学複合演習Ⅰ医療薬学複合演習Ⅰ

医療薬学複合演習Ⅱ医療薬学複合演習Ⅱ

実務社会薬学複合演習実務社会薬学複合演習

医療薬学Ⅱ実習医療薬学Ⅱ実習

医療薬学Ⅲ実習医療薬学Ⅲ実習

医 療 福 祉 活 動 演 習医 療 福 祉 活 動 演 習 医 療 福 祉 活 動 演 習医 療 福 祉 活 動 演 習

生 体 機 能 診 断 学生 体 機 能 診 断 学

臨 床 薬 理 学臨 床 薬 理 学

遺 伝 子 工 学遺 伝 子 工 学

漢 方 薬 学 概 論漢 方 薬 学 概 論

薬学特別演習Ⅳ薬学特別演習Ⅳ

臨 床 栄 養 学臨 床 栄 養 学
臨床画像解析学臨床画像解析学

処 方 解 析 演 習処 方 解 析 演 習

看 護 実 践 学看 護 実 践 学

グローバルコミュニケーショングローバルコミュニケーション

薬学基礎研究Ⅲ薬学基礎研究Ⅲ

必修科目

選択科目

実習・研究

ヘルスエコノミクスヘルスエコノミクス

フィジカルアセスメントフィジカルアセスメント

レギュラトリーサイエンスレギュラトリーサイエンス

共

用

試

験

（

C
B

T
/

O
S

C
E

）

総 合 薬 学 研 究総 合 薬 学 研 究

実 務 実 習 （ 病 院 ・ 薬 局 ）実 務 実 習 （ 病 院 ・ 薬 局 ）

全学連携地域包括ケア実践演習



薬学部薬学科カリキュラムマップ＜令和３年度第２学年に適用＞

薬学部カリキュラムポリシー、薬学教育モデル･コアカリキュラムに基づき、10の基本的資質を修得し医療および薬学の発
展に貢献できる薬剤師の育成を目標とする。

1年次
前期 後期

医 療 薬 学 概 論医 療 薬 学 概 論基 礎 薬 学 概 論基 礎 薬 学 概 論 医 療 倫 理 学医 療 倫 理 学

社 会 薬 学 Ⅰ社 会 薬 学 Ⅰ

分 析 化 学 Ⅰ分 析 化 学 Ⅰ 分 析 化 学 Ⅱ分 析 化 学 Ⅱ

無 機 薬 化 学無 機 薬 化 学

物 理 化 学 Ⅱ物 理 化 学 Ⅱ

物 理 化 学 Ⅰ物 理 化 学 Ⅰ

機 器 分 析 学機 器 分 析 学 放 射 薬 品 学放 射 薬 品 学

薬 用 植 物 学薬 用 植 物 学 生 薬 学生 薬 学

有 機 薬 化 学 Ⅰ有 機 薬 化 学 Ⅰ

有 機 薬 化 学 Ⅱ有 機 薬 化 学 Ⅱ

有 機 化 学 演 習有 機 化 学 演 習

有 機 薬 化 学 Ⅲ有 機 薬 化 学 Ⅲ 生体分子の化学生体分子の化学

基 礎 有 機 化 学基 礎 有 機 化 学

解 剖 生 理 学 Ⅲ解 剖 生 理 学 Ⅲ

基 礎 生 化 学基 礎 生 化 学

臨 床 微 生 物 学臨 床 微 生 物 学 分子細胞生物学分子細胞生物学 免 疫 学免 疫 学

環 境 衛 生 学環 境 衛 生 学

解 剖 生 理 学 Ⅰ解 剖 生 理 学 Ⅰ

微 生 物 学微 生 物 学

代 謝 生 化 学代 謝 生 化 学

公 衆 衛 生 学公 衆 衛 生 学

衛 生 化 学衛 生 化 学
食 品 衛 生 学食 品 衛 生 学

毒 性 学毒 性 学

病 態 生 理 総 論病 態 生 理 総 論

薬 理 学 総 論薬 理 学 総 論

薬 物 療 法 学 Ⅱ薬 物 療 法 学 Ⅱ

薬 物 療 法 学 Ⅲ薬 物 療 法 学 Ⅲ

薬 物 療 法 学 Ⅵ薬 物 療 法 学 Ⅵ

薬 物 療 法 学 Ⅳ薬 物 療 法 学 Ⅳ
薬 物 療 法 学 Ⅶ薬 物 療 法 学 Ⅶ

薬 物 療 法 学 Ⅴ薬 物 療 法 学 Ⅴ

診 断 学診 断 学

薬 物 療 法 学 Ⅰ薬 物 療 法 学 Ⅰ

薬 物 療 法 学 Ⅷ薬 物 療 法 学 Ⅷ

基礎薬学Ⅰ実習基礎薬学Ⅰ実習

基礎薬学Ⅱ実習基礎薬学Ⅱ実習

基礎薬学Ⅲ実習基礎薬学Ⅲ実習

衛 生 薬 学 実 習衛 生 薬 学 実 習

生 物 薬 剤 学 Ⅱ生 物 薬 剤 学 Ⅱ製 剤 学製 剤 学 製 剤 工 学製 剤 工 学 生 物 薬 剤 学 Ⅰ生 物 薬 剤 学 Ⅰ

薬 物 速 度 論薬 物 速 度 論

実 務 薬 学 Ⅰ実 務 薬 学 Ⅰ

医 療 福 祉 活 動 演 習医 療 福 祉 活 動 演 習

実 務 薬 学 入 門実 務 薬 学 入 門

医 薬 品 情 報 学医 薬 品 情 報 学

医 療 福 祉 活 動 演 習医 療 福 祉 活 動 演 習

薬 学 基 礎 研 究 Ⅱ薬 学 基 礎 研 究 Ⅱ薬 学 基 礎 研 究 Ⅰ薬 学 基 礎 研 究 Ⅰ

2年次
前期 後期

3年次
前期 後期

C 薬学基礎
(物理)

D 衛生薬学

E 医療薬学
(薬理系)

(化学)

(生物)

(薬剤系)

モ
デ
ル
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

A 基本事項

B 薬学と社会

F 薬学臨床

G 薬学研究

統 合 演 習

準 備 教 育
アドバンスト教育

薬 学 特 別 演 習 Ⅱ薬 学 特 別 演 習 Ⅱ薬 学 特 別 演 習 Ⅰ薬 学 特 別 演 習 Ⅰ

薬 学 特 別 演 習 Ⅲ薬 学 特 別 演 習 Ⅲ

英 語 B英 語 B

グローバルコミュニケーショングローバルコミュニケーション

英 語 A英 語 A

グローバルコミュニケーショングローバルコミュニケーション

薬 学 英 語 Ⅰ薬 学 英 語 Ⅰ

生命倫理学入門生命倫理学入門

医 療 推 計 学医 療 推 計 学

有機構造分析学有機構造分析学

局 方 試 験 法局 方 試 験 法

早 期 体 験 学 習早 期 体 験 学 習

医療薬学Ⅰ実習医療薬学Ⅰ実習

運動科学演習Ⅰ運動科学演習Ⅰ

物 理 数 学 Ⅰ物 理 数 学 Ⅰ

基 礎 無 機 化 学基 礎 無 機 化 学

有 機 化 学 入 門有 機 化 学 入 門
生 物 学生 物 学

基 礎 生 理 学基 礎 生 理 学

情 報 科 学情 報 科 学

基礎物理化学Ⅰ基礎物理化学Ⅰ

基礎物理化学Ⅱ基礎物理化学Ⅱ

対人関係論入門対人関係論入門

医 療 の 法 学医 療 の 法 学

初 級 ド イ ツ 語初 級 ド イ ツ 語

物 理 数 学 Ⅱ物 理 数 学 Ⅱ

基礎化学演習Ⅱ基礎化学演習Ⅱ
運動科学演習Ⅱ運動科学演習Ⅱ

日 本 の 小 説日 本 の 小 説

中 級 ド イ ツ 語中 級 ド イ ツ 語

医 療 の 人 類 学医 療 の 人 類 学

経 済 学 入 門経 済 学 入 門
心 理 学心 理 学

解 剖 生 理 学 Ⅱ解 剖 生 理 学 Ⅱ

英語コミュニケーションA

文 章 指 導文 章 指 導

哲 学 入 門哲 学 入 門

基礎物理数学演習基礎物理数学演習

基礎化学演習Ⅰ基礎化学演習Ⅰ

基礎生物学演習基礎生物学演習

グローバルコミュニケーショングローバルコミュニケーション

自 然 科 学 実 習自 然 科 学 実 習

英語コミュニケーションB

多 職 種 連 携 入 門多 職 種 連 携 入 門



4年次
前期 後期

医 薬 品 化 学医 薬 品 化 学

医 療 福 祉 活 動 演 習医 療 福 祉 活 動 演 習

5年次
前期 後期

6年次
前期 後期

応用有機化学特論応用有機化学特論 薬 学 英 語 Ⅱ薬 学 英 語 Ⅱ
応用物理化学特論応用物理化学特論

応用生物学特論応用生物学特論

応用衛生学特論応用衛生学特論

グローバルコミュニケーショングローバルコミュニケーション

卒

業

試

験

薬

剤

師

国

家

試

験

毒性影響と 評価毒性影響と 評価

医 薬 品 安 全医 薬 品 安 全

臨 床 検 査 医 学臨 床 検 査 医 学

薬 物 送 達 学薬 物 送 達 学

臨床薬物動態学臨床薬物動態学

実 務 薬 学 Ⅱ実 務 薬 学 Ⅱ 地 域 医 療 学地 域 医 療 学

薬 剤 疫 学薬 剤 疫 学

社 会 薬 学 Ⅱ社 会 薬 学 Ⅱ

実務実習前実践演習Ⅰ実務実習前実践演習Ⅰ

実務実習前実践演習Ⅱ実務実習前実践演習Ⅱ

実務実習前実践演習Ⅲ実務実習前実践演習Ⅲ

基礎薬学複合演習Ⅰ基礎薬学複合演習Ⅰ

基礎薬学複合演習Ⅱ基礎薬学複合演習Ⅱ

基 礎 薬 学 総 合 演 習基 礎 薬 学 総 合 演 習

基礎薬学複合演習Ⅲ基礎薬学複合演習Ⅲ

衛 生 薬 学 総 合 演 習衛 生 薬 学 総 合 演 習

衛 生 薬 学 複 合 演 習衛 生 薬 学 複 合 演 習

医療薬学複合演習Ⅰ医療薬学複合演習Ⅰ

医療薬学複合演習Ⅱ医療薬学複合演習Ⅱ

実務社会薬学複合演習実務社会薬学複合演習

医療薬学総合演習Ⅰ医療薬学総合演習Ⅰ

医療薬学総合演習Ⅱ医療薬学総合演習Ⅱ

医療薬学Ⅱ実習医療薬学Ⅱ実習

医療薬学Ⅲ実習医療薬学Ⅲ実習

医 療 福 祉 活 動 演 習医 療 福 祉 活 動 演 習 医 療 福 祉 活 動 演 習医 療 福 祉 活 動 演 習

生 体 機 能 診 断 学生 体 機 能 診 断 学

臨 床 薬 理 学臨 床 薬 理 学

遺 伝 子 工 学遺 伝 子 工 学

漢 方 薬 学 概 論漢 方 薬 学 概 論

薬学特別演習Ⅳ薬学特別演習Ⅳ

臨 床 栄 養 学臨 床 栄 養 学
臨床画像解析学臨床画像解析学

処 方 解 析 演 習処 方 解 析 演 習

看 護 実 践 学看 護 実 践 学

グローバルコミュニケーショングローバルコミュニケーション

薬学基礎研究Ⅲ薬学基礎研究Ⅲ

必修科目

選択科目

実習・研究

ヘルスエコノミクスヘルスエコノミクス

フィジカルアセスメントフィジカルアセスメント

レギュラトリーサイエンスレギュラトリーサイエンス

共

用

試

験

（

C
B

T
/

O
S

C
E

）

実務社会薬学総合演習実務社会薬学総合演習

総 合 薬 学 研 究総 合 薬 学 研 究

実 務 実 習 （ 病 院 ・ 薬 局 ）実 務 実 習 （ 病 院 ・ 薬 局 ）

全学連携地域包括ケア実践演習



薬学部薬学科カリキュラムマップ＜令和３年度第３学年に適用＞

薬学部カリキュラムポリシー、薬学教育モデル･コアカリキュラムに基づき、10の基本的資質を修得し医療および薬学の発
展に貢献できる薬剤師の育成を目標とする。

1年次
前期 後期

医 療 薬 学 概 論医 療 薬 学 概 論基 礎 薬 学 概 論基 礎 薬 学 概 論 医 療 倫 理 学医 療 倫 理 学

社 会 薬 学 Ⅰ社 会 薬 学 Ⅰ

分 析 化 学 Ⅰ分 析 化 学 Ⅰ 分 析 化 学 Ⅱ分 析 化 学 Ⅱ

無 機 薬 化 学無 機 薬 化 学

物 理 化 学 Ⅱ物 理 化 学 Ⅱ

物 理 化 学 Ⅰ物 理 化 学 Ⅰ

機 器 分 析 学機 器 分 析 学 放 射 薬 品 学放 射 薬 品 学

薬 用 植 物 学薬 用 植 物 学 生 薬 学生 薬 学

有 機 薬 化 学 Ⅰ有 機 薬 化 学 Ⅰ

有 機 薬 化 学 Ⅱ有 機 薬 化 学 Ⅱ

有 機 化 学 演 習有 機 化 学 演 習

有 機 薬 化 学 Ⅲ有 機 薬 化 学 Ⅲ 生体分子の化学生体分子の化学

基 礎 有 機 化 学基 礎 有 機 化 学

解 剖 生 理 学 Ⅲ解 剖 生 理 学 Ⅲ

基 礎 生 化 学基 礎 生 化 学

臨 床 微 生 物 学臨 床 微 生 物 学 分子細胞生物学分子細胞生物学 免 疫 学免 疫 学

環 境 衛 生 学環 境 衛 生 学

解 剖 生 理 学 Ⅰ解 剖 生 理 学 Ⅰ

微 生 物 学微 生 物 学

代 謝 生 化 学代 謝 生 化 学

公 衆 衛 生 学公 衆 衛 生 学

衛 生 化 学衛 生 化 学
食 品 衛 生 学食 品 衛 生 学

毒 性 学毒 性 学

病 態 生 理 総 論病 態 生 理 総 論

薬 理 学 総 論薬 理 学 総 論

薬 物 療 法 学 Ⅱ薬 物 療 法 学 Ⅱ

薬 物 療 法 学 Ⅲ薬 物 療 法 学 Ⅲ

薬 物 療 法 学 Ⅵ薬 物 療 法 学 Ⅵ

薬 物 療 法 学 Ⅳ薬 物 療 法 学 Ⅳ
薬 物 療 法 学 Ⅶ薬 物 療 法 学 Ⅶ

薬 物 療 法 学 Ⅴ薬 物 療 法 学 Ⅴ

診 断 学診 断 学

薬 物 療 法 学 Ⅰ薬 物 療 法 学 Ⅰ

薬 物 療 法 学 Ⅷ薬 物 療 法 学 Ⅷ

基礎薬学Ⅰ実習基礎薬学Ⅰ実習

基礎薬学Ⅱ実習基礎薬学Ⅱ実習

基礎薬学Ⅲ実習基礎薬学Ⅲ実習

衛 生 薬 学 実 習衛 生 薬 学 実 習

生 物 薬 剤 学 Ⅱ生 物 薬 剤 学 Ⅱ製 剤 学製 剤 学 製 剤 工 学製 剤 工 学 生 物 薬 剤 学 Ⅰ生 物 薬 剤 学 Ⅰ

薬 物 速 度 論薬 物 速 度 論

実 務 薬 学 Ⅰ実 務 薬 学 Ⅰ

医 療 福 祉 活 動 演 習医 療 福 祉 活 動 演 習

実 務 薬 学 入 門実 務 薬 学 入 門

医 薬 品 情 報 学医 薬 品 情 報 学

医 療 福 祉 活 動 演 習医 療 福 祉 活 動 演 習

薬 学 基 礎 研 究 Ⅱ薬 学 基 礎 研 究 Ⅱ薬 学 基 礎 研 究 Ⅰ薬 学 基 礎 研 究 Ⅰ

2年次
前期 後期

3年次
前期 後期

C 薬学基礎
(物理)

D 衛生薬学

E 医療薬学
(薬理系)

(化学)

(生物)

(薬剤系)

モ
デ
ル
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

A 基本事項

B 薬学と社会

F 薬学臨床

G 薬学研究

統 合 演 習

準 備 教 育
アドバンスト教育

薬 学 特 別 演 習 Ⅱ薬 学 特 別 演 習 Ⅱ薬 学 特 別 演 習 Ⅰ薬 学 特 別 演 習 Ⅰ

薬 学 特 別 演 習 Ⅲ薬 学 特 別 演 習 Ⅲ

英 語 B英 語 B

グローバルコミュニケーショングローバルコミュニケーション

英 語 A英 語 A

グローバルコミュニケーショングローバルコミュニケーション

薬 学 英 語 Ⅰ薬 学 英 語 Ⅰ

生命倫理学入門生命倫理学入門

医 療 推 計 学医 療 推 計 学

有機構造分析学有機構造分析学

局 方 試 験 法局 方 試 験 法

多 職 種 連 携 入 門多 職 種 連 携 入 門

早 期 体 験 学 習早 期 体 験 学 習

医療薬学Ⅰ実習医療薬学Ⅰ実習

運動科学演習Ⅰ運動科学演習Ⅰ

物 理 数 学 Ⅰ物 理 数 学 Ⅰ

基 礎 無 機 化 学基 礎 無 機 化 学

有 機 化 学 入 門有 機 化 学 入 門
生 物 学生 物 学

基 礎 生 理 学基 礎 生 理 学

情 報 科 学情 報 科 学

基礎物理化学Ⅰ基礎物理化学Ⅰ

基礎物理化学Ⅱ基礎物理化学Ⅱ

対人関係論入門対人関係論入門

医 療 の 法 学医 療 の 法 学

初 級 ド イ ツ 語初 級 ド イ ツ 語

物 理 数 学 Ⅱ物 理 数 学 Ⅱ

基礎化学演習Ⅱ基礎化学演習Ⅱ
運動科学演習Ⅱ運動科学演習Ⅱ

日 本 の 小 説日 本 の 小 説

医 療 社 会 史医 療 社 会 史

中 級 ド イ ツ 語中 級 ド イ ツ 語

医 療 の 人 類 学医 療 の 人 類 学

医 療 の 経 済 学医 療 の 経 済 学
心 理 学心 理 学

解 剖 生 理 学 Ⅱ解 剖 生 理 学 Ⅱ

英語コミュニケーションA

文 章 指 導文 章 指 導

哲 学 入 門哲 学 入 門

基礎物理数学演習基礎物理数学演習

基礎化学演習Ⅰ基礎化学演習Ⅰ

基礎生物学演習基礎生物学演習

グローバルコミュニケーショングローバルコミュニケーション

自 然 科 学 実 習自 然 科 学 実 習

英語コミュニケーションB



4年次
前期 後期

医 薬 品 化 学医 薬 品 化 学

医 療 福 祉 活 動 演 習医 療 福 祉 活 動 演 習

5年次
前期 後期

6年次
前期 後期

応用有機化学特論応用有機化学特論 薬 学 英 語 Ⅱ薬 学 英 語 Ⅱ
応用物理化学特論応用物理化学特論

応用生物学特論応用生物学特論

応用衛生学特論応用衛生学特論

グローバルコミュニケーショングローバルコミュニケーション

卒

業

試

験

薬

剤

師

国

家

試

験

毒性影響と 評価毒性影響と 評価

医 薬 品 安 全医 薬 品 安 全

臨 床 検 査 医 学臨 床 検 査 医 学

薬 物 送 達 学薬 物 送 達 学

臨床薬物動態学臨床薬物動態学

実 務 薬 学 Ⅱ実 務 薬 学 Ⅱ 地 域 医 療 学地 域 医 療 学

薬 剤 疫 学薬 剤 疫 学

社 会 薬 学 Ⅱ社 会 薬 学 Ⅱ

実務実習前実践演習Ⅰ実務実習前実践演習Ⅰ

実務実習前実践演習Ⅱ実務実習前実践演習Ⅱ

実務実習前実践演習Ⅲ実務実習前実践演習Ⅲ

基礎薬学複合演習Ⅰ基礎薬学複合演習Ⅰ

基礎薬学複合演習Ⅱ基礎薬学複合演習Ⅱ

基 礎 薬 学 総 合 演 習基 礎 薬 学 総 合 演 習

基礎薬学複合演習Ⅲ基礎薬学複合演習Ⅲ

衛 生 薬 学 総 合 演 習衛 生 薬 学 総 合 演 習

衛 生 薬 学 複 合 演 習衛 生 薬 学 複 合 演 習

医療薬学複合演習Ⅰ医療薬学複合演習Ⅰ

医療薬学複合演習Ⅱ医療薬学複合演習Ⅱ

実務社会薬学複合演習実務社会薬学複合演習

医療薬学総合演習Ⅰ医療薬学総合演習Ⅰ

医療薬学総合演習Ⅱ医療薬学総合演習Ⅱ

医療薬学Ⅱ実習医療薬学Ⅱ実習

医療薬学Ⅲ実習医療薬学Ⅲ実習

医 療 福 祉 活 動 演 習医 療 福 祉 活 動 演 習 医 療 福 祉 活 動 演 習医 療 福 祉 活 動 演 習

生 体 機 能 診 断 学生 体 機 能 診 断 学

臨 床 薬 理 学臨 床 薬 理 学

遺 伝 子 工 学遺 伝 子 工 学

漢 方 薬 学 概 論漢 方 薬 学 概 論

薬学特別演習Ⅳ薬学特別演習Ⅳ

臨 床 栄 養 学臨 床 栄 養 学
臨床画像解析学臨床画像解析学

処 方 解 析 演 習処 方 解 析 演 習

看 護 実 践 学看 護 実 践 学

グローバルコミュニケーショングローバルコミュニケーション

薬学基礎研究Ⅲ薬学基礎研究Ⅲ

必修科目

選択科目

実習・研究

ヘルスエコノミクスヘルスエコノミクス

フィジカルアセスメントフィジカルアセスメント

レギュラトリーサイエンスレギュラトリーサイエンス

共

用

試

験

（

C
B

T
/

O
S

C
E

）

実務社会薬学総合演習実務社会薬学総合演習

総 合 薬 学 研 究総 合 薬 学 研 究

実 務 実 習 （ 病 院 ・ 薬 局 ）実 務 実 習 （ 病 院 ・ 薬 局 ）



薬学部薬学科カリキュラムマップ＜令和３年度第4・5・６学年に適用＞

薬学部カリキュラムポリシー、薬学教育モデル･コアカリキュラムに基づき、10の基本的資質を修得し医療および薬学の発
展に貢献できる薬剤師の育成を目標とする。

1年次
前期 後期

医 療 薬 学 概 論医 療 薬 学 概 論基 礎 薬 学 概 論基 礎 薬 学 概 論 医 療 倫 理 学医 療 倫 理 学

社 会 薬 学 Ⅰ社 会 薬 学 Ⅰ

分 析 化 学 Ⅰ分 析 化 学 Ⅰ 分 析 化 学 Ⅱ分 析 化 学 Ⅱ

無 機 薬 化 学無 機 薬 化 学

物 理 化 学 Ⅱ物 理 化 学 Ⅱ

物 理 化 学 Ⅰ物 理 化 学 Ⅰ

機 器 分 析 学機 器 分 析 学 放 射 薬 品 学放 射 薬 品 学

薬 用 植 物 学薬 用 植 物 学 生 薬 学生 薬 学

有 機 薬 化 学 Ⅰ有 機 薬 化 学 Ⅰ

有 機 薬 化 学 Ⅱ有 機 薬 化 学 Ⅱ

有 機 化 学 演 習有 機 化 学 演 習

有 機 薬 化 学 Ⅲ有 機 薬 化 学 Ⅲ 生 体 分 子 の 化 学生 体 分 子 の 化 学

基 礎 有 機 化 学基 礎 有 機 化 学

解 剖 生 理 学 Ⅱ解 剖 生 理 学 Ⅱ 解 剖 生 理 学 Ⅲ解 剖 生 理 学 Ⅲ

基 礎 生 化 学基 礎 生 化 学

臨 床 微 生 物 学臨 床 微 生 物 学 分子細胞生物学分子細胞生物学 免 疫 学免 疫 学

環 境 衛 生 学環 境 衛 生 学

解 剖 生 理 学 Ⅰ解 剖 生 理 学 Ⅰ

微 生 物 学微 生 物 学

代 謝 生 化 学代 謝 生 化 学

公 衆 衛 生 学公 衆 衛 生 学

衛 生 化 学衛 生 化 学
食 品 衛 生 学食 品 衛 生 学

毒 性 学毒 性 学

病 態 生 理 総 論病 態 生 理 総 論

薬 理 学 総 論薬 理 学 総 論

薬 物 療 法 学 Ⅱ薬 物 療 法 学 Ⅱ

薬 物 療 法 学 Ⅲ薬 物 療 法 学 Ⅲ

薬 物 療 法 学 Ⅵ薬 物 療 法 学 Ⅵ

薬 物 療 法 学 Ⅳ薬 物 療 法 学 Ⅳ
薬 物 療 法 学 Ⅶ薬 物 療 法 学 Ⅶ

薬 物 療 法 学 Ⅴ薬 物 療 法 学 Ⅴ

診 断 学診 断 学

薬 物 療 法 学 Ⅰ薬 物 療 法 学 Ⅰ

薬 物 療 法 学 Ⅷ薬 物 療 法 学 Ⅷ

基礎薬学Ⅰ実習基礎薬学Ⅰ実習

基礎薬学Ⅱ実習基礎薬学Ⅱ実習

基礎薬学Ⅲ実習基礎薬学Ⅲ実習

衛 生 薬 学 実 習衛 生 薬 学 実 習

生 物 薬 剤 学 Ⅱ生 物 薬 剤 学 Ⅱ製 剤 学製 剤 学 製 剤 工 学製 剤 工 学 生 物 薬 剤 学 Ⅰ生 物 薬 剤 学 Ⅰ

薬 物 速 度 論薬 物 速 度 論

実 務 薬 学 Ⅰ実 務 薬 学 Ⅰ

医 療 福 祉 活 動 演 習医 療 福 祉 活 動 演 習

実 務 薬 学 入 門実 務 薬 学 入 門

医 薬 品 情 報 学医 薬 品 情 報 学

医 療 福 祉 活 動 演 習医 療 福 祉 活 動 演 習

薬 学 基 礎 研 究 Ⅱ薬 学 基 礎 研 究 Ⅱ薬 学 基 礎 研 究 Ⅰ薬 学 基 礎 研 究 Ⅰ

Oral English AOral English A
運動科学演習Ⅰ運動科学演習Ⅰ

数 学数 学

物 理 学物 理 学

化 学 通 論 Ⅰ化 学 通 論 Ⅰ

生 物 学生 物 学

2年次
前期 後期

3年次
前期 後期

C 薬学基礎
(物理)

D 衛生薬学

E 医療薬学
(薬理系)

(化学)

(生物)

(薬剤系)

モ
デ
ル
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

A 基本事項

B 薬学と社会

F 薬学臨床

G 薬学研究

統 合 演 習

準 備 教 育
アドバンスト教育

薬 学 特 別 演 習 Ⅱ薬 学 特 別 演 習 Ⅱ薬 学 特 別 演 習 Ⅰ薬 学 特 別 演 習 Ⅰ

薬 学 特 別 演 習 Ⅲ薬 学 特 別 演 習 Ⅲ

英 語 B英 語 BOral Engl ish BOral Engl ish B

グローバルコミュニケーショングローバルコミュニケーション

英 語 A英 語 A

情 報 科 学情 報 科 学

化 学 通 論 Ⅱ化 学 通 論 Ⅱ

基 礎 生 理 学基 礎 生 理 学

グローバルコミュニケーショングローバルコミュニケーション

薬 学 英 語 Ⅰ薬 学 英 語 Ⅰ

生命倫理学入門生命倫理学入門

自 然 科 学 総 合自 然 科 学 総 合
人 文 社 会 科 学 総 合人 文 社 会 科 学 総 合

対人関係論入門対人関係論入門

医 療 の 法 学医 療 の 法 学

初級フランス語初級フランス語

初 級 ド イ ツ 語初 級 ド イ ツ 語

運動科学演習Ⅱ運動科学演習Ⅱ

心 理 学心 理 学
日 本 の 小 説日 本 の 小 説

医 療 社 会 史医 療 社 会 史

中級フランス語中級フランス語

中 級 ド イ ツ 語中 級 ド イ ツ 語

医 療 の 人 類 学医 療 の 人 類 学

医 療 の 経 済 学医 療 の 経 済 学

医 療 推 計 学医 療 推 計 学

有機構造分析学有機構造分析学

局 方 試 験 法局 方 試 験 法

個体差・多職種連携個体差・多職種連携

早 期 体 験 学 習早 期 体 験 学 習

哲 学 入 門哲 学 入 門

基礎物理学演習基礎物理学演習

基礎化学演習Ⅰ基礎化学演習Ⅰ

基礎化学演習Ⅱ基礎化学演習Ⅱ

グローバルコミュニケーショングローバルコミュニケーション

自 然 科 学 実 習自 然 科 学 実 習

基礎生物学演習基礎生物学演習

医療薬学Ⅰ実習医療薬学Ⅰ実習



4年次
前期 後期

医 薬 品 化 学医 薬 品 化 学

医 療 福 祉 活 動 演 習医 療 福 祉 活 動 演 習

5年次
前期 後期

6年次
前期 後期

応用有機化学特論応用有機化学特論 薬 学 英 語 Ⅱ薬 学 英 語 Ⅱ
応用物理化学特論応用物理化学特論

応用生物学特論応用生物学特論

応用衛生学特論応用衛生学特論

グローバルコミュニケーショングローバルコミュニケーション

卒

業

試

験

薬

剤

師

国

家

試

験

毒性影響と 評価毒性影響と 評価

医 薬 品 安 全医 薬 品 安 全

臨 床 検 査 医 学臨 床 検 査 医 学

薬 物 送 達 学薬 物 送 達 学

臨床薬物動態学臨床薬物動態学

実 務 薬 学 Ⅱ実 務 薬 学 Ⅱ 地 域 医 療 学地 域 医 療 学

薬 剤 疫 学薬 剤 疫 学

社 会 薬 学 Ⅱ社 会 薬 学 Ⅱ

実務実習前実践演習Ⅰ実務実習前実践演習Ⅰ

実務実習前実践演習Ⅱ実務実習前実践演習Ⅱ

実務実習前実践演習Ⅲ実務実習前実践演習Ⅲ

基礎薬学複合演習Ⅰ基礎薬学複合演習Ⅰ

基礎薬学複合演習Ⅱ基礎薬学複合演習Ⅱ

基 礎 薬 学 総 合 演 習基 礎 薬 学 総 合 演 習

基礎薬学複合演習Ⅲ基礎薬学複合演習Ⅲ

衛 生 薬 学 総 合 演 習衛 生 薬 学 総 合 演 習

衛 生 薬 学 複 合 演 習衛 生 薬 学 複 合 演 習

医療薬学複合演習Ⅰ医療薬学複合演習Ⅰ

医療薬学複合演習Ⅱ医療薬学複合演習Ⅱ

実務社会薬学複合演習実務社会薬学複合演習

医療薬学総合演習Ⅰ医療薬学総合演習Ⅰ

医療薬学総合演習Ⅱ医療薬学総合演習Ⅱ

医療薬学Ⅱ実習医療薬学Ⅱ実習

医療薬学Ⅲ実習医療薬学Ⅲ実習

医 療 福 祉 活 動 演 習医 療 福 祉 活 動 演 習 医 療 福 祉 活 動 演 習医 療 福 祉 活 動 演 習

生 体 機 能 診 断 学生 体 機 能 診 断 学

臨 床 薬 理 学臨 床 薬 理 学

遺 伝 子 工 学遺 伝 子 工 学

漢 方 薬 学 概 論漢 方 薬 学 概 論

薬学特別演習Ⅳ薬学特別演習Ⅳ

臨 床 栄 養 学臨 床 栄 養 学
臨床画像解析学臨床画像解析学

処 方 解 析 演 習処 方 解 析 演 習

看 護 実 践 学看 護 実 践 学

グローバルコミュニケーショングローバルコミュニケーション

薬学基礎研究Ⅲ薬学基礎研究Ⅲ

必修科目

選択科目

実習・研究

ヘルスエコノミクスヘルスエコノミクス

フィジカルアセスメントフィジカルアセスメント

レギュラトリーサイエンスレギュラトリーサイエンス

共

用

試

験

（

C
B

T
/

O
S

C
E

）

実務社会薬学総合演習実務社会薬学総合演習

総 合 薬 学 研 究総 合 薬 学 研 究

実 務 実 習 （ 病 院 ・ 薬 局 ）実 務 実 習 （ 病 院 ・ 薬 局 ）



薬剤師として求められる10の基本的な資質＜令和3年度第1・2学年に適用＞

該当科目

　 医療の担い手として、豊かな人間性と、生命の尊厳についての深い認識をもち、薬剤師の義務及び法令を遵守する
とともに、人の命と健康な生活を守る使命感、責任感及び倫理観を有する。

　 患者の人権を尊重し、患者及びその家族の秘密を守り、常に患者・生活者の立場に立って、これらの人々の安全と
利益を最優先する。

１　薬剤師としての心構え

２　患者・生活者本位の視点

該当科目

　薬物療法を主体的に計画、実施、評価し、安全で有効な医薬品の使用を推進するために、医薬品を供給し、調剤、
服薬指導、処方設計の提案等の薬学的管理を実践する能力を有する。

該当科目

該当科目

該当科目

６　薬物療法における実践的能力

３　コミュニケーション能力

　患者・生活者、他職種から情報を適切に収集し、これらの人々に有益な情報を提供するためのコミュニケーション
能力を有する。

　医療機関や地域における医療チームに積極的に参画し、相互の尊重のもとに薬剤師に求められる行動を適切にと
る。

　生体及び環境に対する医薬品・化学物質等の影響を理解するために必要な科学に関する基本的知識・技能・態度を
有する。

４　チーム医療への参画

５　基礎的な科学力

該当科目

基 礎 薬 学 概 論 ★ 医 療 薬 学 概 論 ★ 医 療 倫 理 学 ★ 社 会 薬 学 Ⅰ

病 態 生 理 総 論 薬 理 学 総 論 診 断 学 薬 物 療 法 学 Ⅰ 薬 物 療 法 学 Ⅱ 薬 物 療 法 学 Ⅲ

薬 物 療 法 学 Ⅵ薬 物 療 法 学 Ⅳ 薬 物 療 法 学 Ⅶ薬 物 療 法 学 Ⅴ 薬 物 療 法 学 Ⅷ 医 薬 品 安 全

臨 床 検 査 医 学 製 剤 学 製 剤 工 学 生 物 薬 剤 学 Ⅱ生 物 薬 剤 学 Ⅰ 薬 物 速 度 論

★ 社 会 薬 学 Ⅱ

医 療 の 人 類 学

★ 早 期 体 験 学 習

運 動 科 学 演 習 Ⅰ 英 語 B英 語 A 英語コミュニケーションA 英語コミュニケーションB

心 理 学 日 本 の 小 説

哲 学 入 門

医 療 の 法 学 ★生命倫理学入門

経 済 学 入 門 運 動 科 学 演 習 Ⅱ 初 級 ド イ ツ 語 中 級 ド イ ツ 語 自 然 科 学 実 習

★医療薬学Ⅲ実習

薬 物 送 達 学 臨 床 薬 物 動 態 学 ★ 実 務 薬 学 Ⅰ ★ 実 務 薬 学 Ⅱ薬 剤 疫 学 ★ 実 務 薬 学 入 門

臨 床 栄 養 学 臨 床 画 像 解 析 学処 方 解 析 演 習 レ ギ ュ ラ ト リ ー サ イ エ ン ス臨 床 薬 理 学医 療 推 計 学

★医療薬学Ⅲ実習 ★ 実 務 実 習医 療 薬 学 Ⅰ 実 習 医 療 薬 学 Ⅱ 実 習

★ 医 薬 品 情 報 学 情 報 科 学 対 人 関 係 論 入 門 グローバルコミュニケーション ★ 看 護 実 践 学

★ 医 療 倫 理 学★ 医 療 薬 学 概 論 ★ 社 会 薬 学 Ⅰ ★ 社 会 薬 学 Ⅱ

★ 多 職 種 連 携 入 門

★医療福祉活動演習★ 看 護 実 践 学 ★フ ィ ジ カ ル ア セ ス メ ン ト

★ 地 域 医 療 学

★医療薬学Ⅲ実習

★ 実 務 実 習

★医療薬学Ⅲ実習

★ 多 職 種 連 携 入 門

★医療福祉活動演習

★ 医 療 薬 学 概 論

★ 医 薬 品 情 報 学

★ 医 薬 品 情 報 学

★ 医 薬 品 情 報 学

★ 実 務 実 習

★生命倫理学入門

★医療薬学Ⅲ実習

文 章 指 導

物 理 数 学 Ⅰ 有 機 化 学 入 門 基 礎 無 機 化 学 基 礎 物 理 化 学 Ⅰ 基 礎 物 理 化 学 Ⅱ 生 物 学

基 礎 生 理 学 分 析 化 学 Ⅰ 分 析 化 学 Ⅱ 無 機 薬 化 学 物 理 化 学 Ⅰ 物 理 化 学 Ⅱ

機 器 分 析 学 放 射 薬 品 学 薬 用 植 物 学 生 薬 学 基 礎 有 機 化 学 有 機 薬 化 学 Ⅰ

有 機 薬 化 学 Ⅱ 有 機 薬 化 学 Ⅲ 有 機 化 学 演 習 生 体 分 子 の 化 学 解 剖 生 理 学 Ⅰ 解 剖 生 理 学 Ⅱ

解 剖 生 理 学 Ⅲ 基 礎 生 化 学 微 生 物 学 臨 床 微 生 物 学 代 謝 生 化 学 分 子 細 胞 生 物 学

免 疫 学 環 境 衛 生 学 公 衆 衛 生 学 衛 生 化 学 毒 性 学 食 品 衛 生 学

毒 性 影 響 と 評 価 医 薬 品 化 学 物 理 数 学 Ⅱ 基礎物理数学演習 基 礎 化 学 演 習 Ⅰ 基 礎 化 学 演 習 Ⅱ

基 礎 生 物 学 演 習 局 方 試 験 法 有 機 構 造 分 析 学 生 体 機 能 診 断 学 遺 伝 子 工 学 漢 方 薬 学 概 論

基 礎 薬 学 Ⅰ 実 習 基 礎 薬 学 Ⅱ 実 習 基 礎 薬 学 Ⅲ 実 習 衛 生 薬 学 実 習

★ 実 務 実 習★医療福祉活動演習

★ 実 務 実 習

★ 早 期 体 験 学 習

★ 全 学 連 携 地 域 包 括

ケ ア 実 践 演 習

★ 全 学 連 携 地 域 包 括

ケ ア 実 践 演 習



該当科目

該当科目

　

注1）該当科目として統合演習は除く

注2）★は複数の資質に該当する科目

　 次世代を担う人材を育成する意欲と態度を有する。

９　自己研鑽

10　教育能力

該当科目

　地域の保健、医療、福祉、介護及び行政等に参画・連携して、地域における人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢
献する能力を有する。

７　地域の保健・医療における実践的能力

８　研究能力

該当科目

　薬学・医療の進歩と改善に資するために、研究を遂行する意欲と問題発見・解決能力を有する。

　薬学・医療の進歩に対応するために、医療と医薬品を巡る社会的動向を把握し、生涯にわたり自己研鑽を続ける意
欲と態度を有する。

薬 学 英 語 Ⅰ

★ 実 務 薬 学 Ⅰ★ 実 務 薬 学 入 門

★薬学基礎研究Ⅱ★薬学基礎研究Ⅰ

：必修科目 ：選択科目 ：実習・研究

★ 実 務 薬 学 Ⅱ ★ 地 域 医 療 学

★ 総 合 薬 学 研 究★薬学基礎研究Ⅲ薬 学 英 語 Ⅱ

応用有機化学特論 応用物理化学特論 応 用 生 物 学 特 論 応 用 衛 生 学 特 論

★ 実 務 実 習

★ 早 期 体 験 学 習

★医療薬学Ⅲ実習

★薬学基礎研究Ⅱ★薬学基礎研究Ⅰ

★ 総 合 薬 学 研 究★薬学基礎研究Ⅲ

★薬学基礎研究Ⅱ★薬学基礎研究Ⅰ ★ 総 合 薬 学 研 究★薬学基礎研究Ⅲ

★医療福祉活動演習 ヘルスエコノミクス

★ 医 薬 品 情 報 学

★フ ィ ジ カ ル ア セ ス メ ン ト



薬剤師として求められる10の基本的な資質＜令和3年度第3学年に適用＞

該当科目

　 医療の担い手として、豊かな人間性と、生命の尊厳についての深い認識をもち、薬剤師の義務及び法令を遵守する
とともに、人の命と健康な生活を守る使命感、責任感及び倫理観を有する。

　 患者の人権を尊重し、患者及びその家族の秘密を守り、常に患者・生活者の立場に立って、これらの人々の安全と
利益を最優先する。

１　薬剤師としての心構え

２　患者・生活者本位の視点

該当科目

　薬物療法を主体的に計画、実施、評価し、安全で有効な医薬品の使用を推進するために、医薬品を供給し、調剤、
服薬指導、処方設計の提案等の薬学的管理を実践する能力を有する。

該当科目

該当科目

該当科目

６　薬物療法における実践的能力

３　コミュニケーション能力

　患者・生活者、他職種から情報を適切に収集し、これらの人々に有益な情報を提供するためのコミュニケーション
能力を有する。

　医療機関や地域における医療チームに積極的に参画し、相互の尊重のもとに薬剤師に求められる行動を適切にと
る。

　生体及び環境に対する医薬品・化学物質等の影響を理解するために必要な科学に関する基本的知識・技能・態度を
有する。

４　チーム医療への参画

５　基礎的な科学力

該当科目

基 礎 薬 学 概 論 ★ 医 療 薬 学 概 論 ★ 医 療 倫 理 学 ★ 社 会 薬 学 Ⅰ

病 態 生 理 総 論 薬 理 学 総 論 診 断 学 薬 物 療 法 学 Ⅰ 薬 物 療 法 学 Ⅱ 薬 物 療 法 学 Ⅲ

薬 物 療 法 学 Ⅵ薬 物 療 法 学 Ⅳ 薬 物 療 法 学 Ⅶ薬 物 療 法 学 Ⅴ 薬 物 療 法 学 Ⅷ 医 薬 品 安 全

臨 床 検 査 医 学 製 剤 学 製 剤 工 学 生 物 薬 剤 学 Ⅱ生 物 薬 剤 学 Ⅰ 薬 物 速 度 論

★ 社 会 薬 学 Ⅱ

医 療 の 人 類 学

★ 早 期 体 験 学 習

運 動 科 学 演 習 Ⅰ 英 語 B英 語 A 英語コミュニケーションA 英語コミュニケーションB

心 理 学 日 本 の 小 説

哲 学 入 門

医 療 の 法 学 ★生命倫理学入門

医 療 の 経 済 学 医 療 社 会 史 運 動 科 学 演 習 Ⅱ 初 級 ド イ ツ 語 中 級 ド イ ツ 語

自 然 科 学 実 習

薬 物 送 達 学 臨 床 薬 物 動 態 学 ★ 実 務 薬 学 Ⅰ ★ 実 務 薬 学 Ⅱ薬 剤 疫 学 ★ 実 務 薬 学 入 門

臨 床 栄 養 学 臨 床 画 像 解 析 学処 方 解 析 演 習 レ ギ ュ ラ ト リ ー サ イ エ ン ス臨 床 薬 理 学医 療 推 計 学

★医療薬学Ⅲ実習 ★ 実 務 実 習医 療 薬 学 Ⅰ 実 習 医 療 薬 学 Ⅱ 実 習

★ 医 薬 品 情 報 学 情 報 科 学 対 人 関 係 論 入 門 グローバルコミュニケーション ★ 看 護 実 践 学

★ 医 療 倫 理 学★ 医 療 薬 学 概 論 ★ 社 会 薬 学 Ⅰ ★ 社 会 薬 学 Ⅱ

★医療福祉活動演習

★ 多 職 種 連 携 入 門 ★ 早 期 体 験 学 習 ★医療福祉活動演習

★ 看 護 実 践 学 ★フ ィ ジ カ ル ア セ ス メ ン ト

★ 地 域 医 療 学

★ 実 務 実 習

★ 実 務 実 習

★ 実 務 実 習

★ 多 職 種 連 携 入 門

★生命倫理学入門

★医療福祉活動演習

★ 医 療 薬 学 概 論

★ 医 薬 品 情 報 学

★ 医 薬 品 情 報 学

★ 実 務 実 習

★ 医 薬 品 情 報 学

★医療薬学Ⅲ実習

★医療薬学Ⅲ実習

★医療薬学Ⅲ実習

★医療薬学Ⅲ実習

文 章 指 導

物 理 数 学 Ⅰ 有 機 化 学 入 門 基 礎 無 機 化 学 基 礎 物 理 化 学 Ⅰ 基 礎 物 理 化 学 Ⅱ 生 物 学

基 礎 生 理 学 分 析 化 学 Ⅰ 分 析 化 学 Ⅱ 無 機 薬 化 学 物 理 化 学 Ⅰ 物 理 化 学 Ⅱ

機 器 分 析 学 放 射 薬 品 学 薬 用 植 物 学 生 薬 学 基 礎 有 機 化 学 有 機 薬 化 学 Ⅰ

有 機 薬 化 学 Ⅱ 有 機 薬 化 学 Ⅲ 有 機 化 学 演 習 生 体 分 子 の 化 学 解 剖 生 理 学 Ⅰ 解 剖 生 理 学 Ⅱ

解 剖 生 理 学 Ⅲ 基 礎 生 化 学 微 生 物 学 臨 床 微 生 物 学 代 謝 生 化 学 分 子 細 胞 生 物 学

免 疫 学 環 境 衛 生 学 公 衆 衛 生 学 衛 生 化 学 毒 性 学 食 品 衛 生 学

毒 性 影 響 と 評 価 医 薬 品 化 学 物 理 数 学 Ⅱ 基礎物理数学演習 基 礎 化 学 演 習 Ⅰ 基 礎 化 学 演 習 Ⅱ

基 礎 生 物 学 演 習 局 方 試 験 法 有 機 構 造 分 析 学 生 体 機 能 診 断 学 遺 伝 子 工 学 漢 方 薬 学 概 論

基 礎 薬 学 Ⅰ 実 習 基 礎 薬 学 Ⅱ 実 習 基 礎 薬 学 Ⅲ 実 習 衛 生 薬 学 実 習



該当科目

該当科目

　

注1）該当科目として統合演習は除く

注2）★は複数の資質に該当する科目

　 次世代を担う人材を育成する意欲と態度を有する。

９　自己研鑽

10　教育能力

該当科目

　地域の保健、医療、福祉、介護及び行政等に参画・連携して、地域における人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢
献する能力を有する。

７　地域の保健・医療における実践的能力

８　研究能力

該当科目

　薬学・医療の進歩と改善に資するために、研究を遂行する意欲と問題発見・解決能力を有する。

　薬学・医療の進歩に対応するために、医療と医薬品を巡る社会的動向を把握し、生涯にわたり自己研鑽を続ける意
欲と態度を有する。

薬 学 英 語 Ⅰ

★ 実 務 薬 学 Ⅰ★ 実 務 薬 学 入 門

★薬学基礎研究Ⅱ★薬学基礎研究Ⅰ

：必修科目 ：選択科目 ：実習・研究

★ 実 務 薬 学 Ⅱ ★ 地 域 医 療 学

★ 総 合 薬 学 研 究★薬学基礎研究Ⅲ薬 学 英 語 Ⅱ

応用有機化学特論 応用物理化学特論 応 用 生 物 学 特 論 応 用 衛 生 学 特 論

★ 実 務 実 習

★ 早 期 体 験 学 習

★医療薬学Ⅲ実習

★薬学基礎研究Ⅱ★薬学基礎研究Ⅰ

★ 総 合 薬 学 研 究★薬学基礎研究Ⅲ

★薬学基礎研究Ⅱ★薬学基礎研究Ⅰ ★ 総 合 薬 学 研 究★薬学基礎研究Ⅲ

★医療福祉活動演習 ヘルスエコノミクス

★ 医 薬 品 情 報 学

★フ ィ ジ カ ル ア セ ス メ ン ト



薬剤師として求められる10の基本的な資質＜令和3年度第4・5・6学年に適用＞

該当科目

該当科目

該当科目

該当科目

該当科目

６　薬物療法における実践的能力

３　コミュニケーション能力

　患者・生活者、他職種から情報を適切に収集し、これらの人々に有益な情報を提供するためのコミュニケーション
能力を有する。

　医療機関や地域における医療チームに積極的に参画し、相互の尊重のもとに薬剤師に求められる行動を適切にと
る。

　生体及び環境に対する医薬品・化学物質等の影響を理解するために必要な科学に関する基本的知識・技能・態度を
有する。

４　チーム医療への参画

５　基礎的な科学力

　薬物療法を主体的に計画、実施、評価し、安全で有効な医薬品の使用を推進するために、医薬品を供給し、調剤、
服薬指導、処方設計の提案等の薬学的管理を実践する能力を有する。

　 医療の担い手として、豊かな人間性と、生命の尊厳についての深い認識をもち、薬剤師の義務及び法令を遵守す
るとともに、人の命と健康な生活を守る使命感、責任感及び倫理観を有する。

　 患者の人権を尊重し、患者及びその家族の秘密を守り、常に患者・生活者の立場に立って、これらの人々の安全
と利益を最優先する。

１　薬剤師としての心構え

２　患者・生活者本位の視点

該当科目

基 礎 薬 学 概 論 ★ 医 療 薬 学 概 論 ★ 医 療 倫 理 学 ★ 社 会 薬 学 Ⅰ

数 学 物 理 学 化 学 通 論 Ⅰ 化 学 通 論 Ⅱ 生 物 学 基 礎 生 理 学

分 析 化 学 Ⅰ 分 析 化 学 Ⅱ 無 機 薬 化 学 物 理 化 学 Ⅰ 物 理 化 学 Ⅱ 機 器 分 析 学

放 射 薬 品 学 薬 用 植 物 学 基 礎 有 機 化 学生 薬 学 有 機 薬 化 学 Ⅰ 有 機 薬 化 学 Ⅱ

有 機 薬 化 学 Ⅲ 有 機 化 学 演 習 生 体 分 子 の 化 学 解 剖 生 理 学 Ⅰ 解 剖 生 理 学 Ⅱ 解 剖 生 理 学 Ⅲ

基 礎 生 化 学 微 生 物 学 臨 床 微 生 物 学 代 謝 生 化 学 分 子 細 胞 生 物 学 免 疫 学

環 境 衛 生 学 公 衆 衛 生 学 衛 生 化 学 毒 性 学 食 品 衛 生 学 毒 性 影 響 と 評 価

病 態 生 理 総 論 薬 理 学 総 論 診 断 学 薬 物 療 法 学 Ⅰ 薬 物 療 法 学 Ⅱ 薬 物 療 法 学 Ⅲ

薬 物 療 法 学 Ⅵ薬 物 療 法 学 Ⅳ 薬 物 療 法 学 Ⅶ薬 物 療 法 学 Ⅴ 薬 物 療 法 学 Ⅷ 医 薬 品 安 全

臨 床 検 査 医 学 製 剤 学 製 剤 工 学 生 物 薬 剤 学 Ⅱ生 物 薬 剤 学 Ⅰ 薬 物 速 度 論

医 薬 品 化 学 自 然 科 学 総 合 局 方 試 験 法 生 体 機 能 診 断 学 遺 伝 子 工 学有 機 構 造 分 析 学

基 礎 薬 学 Ⅰ 実 習 基 礎 薬 学 Ⅱ 実 習 基 礎 薬 学 Ⅲ 実 習 衛 生 薬 学 実 習漢 方 薬 学 概 論

★ 社 会 薬 学 Ⅱ

医 療 の 人 類 学

中 級 フ ラ ン ス 語

★ 早 期 体 験 学 習

人文社会科学総合

運 動 科 学 演 習 Ⅰ 英 語 B英 語 A Ora l Engl ish A Oral Eng l ish B
心 理 学 日 本 の 小 説哲 学 入 門 医 療 の 法 学 ★生命倫理学入門

医 療 の 経 済 学 医 療 社 会 史 運 動 科 学 演 習 Ⅱ 初 級 フ ラ ン ス 語 初 級 ド イ ツ 語

中 級 ド イ ツ 語 自 然 科 学 実 習

薬 物 送 達 学 臨 床 薬 物 動 態 学 ★ 実 務 薬 学 Ⅰ ★ 実 務 薬 学 Ⅱ薬 剤 疫 学 ★ 実 務 薬 学 入 門

臨 床 栄 養 学 臨 床 画 像 解 析 学処 方 解 析 演 習 レ ギ ュ ラ ト リ ー サ イ エ ン ス臨 床 薬 理 学医 療 推 計 学

★医療薬学Ⅲ実習 ★ 実 務 実 習医 療 薬 学 Ⅰ 実 習 医 療 薬 学 Ⅱ 実 習

★ 医 薬 品 情 報 学 情 報 科 学 対 人 関 係 論 入 門 グローバルコミュニケーション ★ 看 護 実 践 学

★ 医 療 倫 理 学★ 医 療 薬 学 概 論 ★ 社 会 薬 学 Ⅰ ★ 社 会 薬 学 Ⅱ

★医療福祉活動演習

★個体差・多職種連携 ★ 早 期 体 験 学 習 ★医療福祉活動演習

★ 看 護 実 践 学 ★フ ィ ジカ ル ア セス メ ン ト

★ 地 域 医 療 学

★ 実 務 実 習

★ 実 務 実 習

★ 実 務 実 習

★個体差・多職種連携

★生命倫理学入門

★医療福祉活動演習

★ 医 療 薬 学 概 論

★ 医 薬 品 情 報 学

★ 医 薬 品 情 報 学

★ 実 務 実 習

★ 医 薬 品 情 報 学

★医療薬学Ⅲ実習

★医療薬学Ⅲ実習

★医療薬学Ⅲ実習

★医療薬学Ⅲ実習



該当科目

該当科目

　

注1）該当科目として統合演習は除く

注2）★は複数の資質に該当する科目

　薬学・医療の進歩と改善に資するために、研究を遂行する意欲と問題発見・解決能力を有する。

　薬学・医療の進歩に対応するために、医療と医薬品を巡る社会的動向を把握し、生涯にわたり自己研鑽を続ける意
欲と態度を有する。

　 次世代を担う人材を育成する意欲と態度を有する。

９　自己研鑽

10　教育能力

該当科目

　地域の保健、医療、福祉、介護及び行政等に参画・連携して、地域における人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢
献する能力を有する。

７　地域の保健・医療における実践的能力

８　研究能力

該当科目

薬 学 英 語 Ⅰ

★ 実 務 薬 学 Ⅰ★ 実 務 薬 学 入 門

★薬学基礎研究Ⅱ★薬学基礎研究Ⅰ

：必修科目 ：選択科目 ：実習・研究

★ 実 務 薬 学 Ⅱ ★ 地 域 医 療 学

★ 総 合 薬 学 研 究★薬学基礎研究Ⅲ薬 学 英 語 Ⅱ

応用有機化学特論 応用物理化学特論 応 用 生 物 学 特 論 応 用 衛 生 学 特 論

★ 実 務 実 習

★ 早 期 体 験 学 習

★医療薬学Ⅲ実習

★薬学基礎研究Ⅱ★薬学基礎研究Ⅰ

★ 総 合 薬 学 研 究★薬学基礎研究Ⅲ

★薬学基礎研究Ⅱ★薬学基礎研究Ⅰ ★ 総 合 薬 学 研 究★薬学基礎研究Ⅲ

★医療福祉活動演習 ヘルスエコノミクス

★ 医 薬 品 情 報 学

★フ ィジ カ ル ア セス メ ン ト



【単位修得・進級までのフローチャート】

授業出席率

定期試験

無

無

無 無

成績評価 合格 合格

単位 修得

進級

※1　試験終了後1週間以内に、必要書類（診断書、事故証明書など）を添付の上、届け出る必要がある

※2　試験日の2日前までに手続き（証明書自動発行機にて受験票を購入）する必要がある

※3　試験日の2日前までに、「追試験受験申込書」により手続きする必要がある

有 有

失格

履　修　登　録　（必修科目は薬学課で登録）

70％以上 70％未満

受験 欠席

有

成績評価・
試験欠席届

合格 不合格
試験欠席届の提出　※1

再試験・追試験
再試験 追試験

受験 欠席 受験 欠席

正当な欠席理由

有

再試験･追試験
受験手続き

再試験受験手続き　※2 追試験受験手続き　※3

進級

不合格 不合格 履修無効

修得 未修得 未修得

① ③③ ⑤ ⑤ ⑤

① 可

② 再試験時の評点

③ 定期試験時の評点

④ 追試験時の評点

⑤ 0点

評点なし

GP 0

評点なし

GP 0

GP 0GP 0

② ④



令和３年度  薬学部 第１学年　教務日程

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 ・新入生オリエンテーション 4/6～7 ・抗体検査
4 5 6 7 8 9 10 ･プレイスメントテストⅠ 4/6～7
11 12 13 14 15 16 17 ・ジェネリックスキルテスト web実施 ・入学式 4/10
18 19 20 21 22 23 24 ・前期授業開始 4/12
25 26 27 28 29 30 ◇4/27(火）前期木曜日科目開講日 ・健康診断 4/26～5/7

1
2 3 4 5 6 7 8 ・特別講習会（春期） 5月-7月
9 10 11 12 13 14 15 ・交通安全講習会（春） 5/21
16 17 18 19 20 21 22 ・北海道薬学大会 5/22～23
23 24 25 26 27 28 29
30 31

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19 ・九十九祭 6/19・20
20 21 22 23 24 25 26 ＊休講日（九十九祭）　 6/21
27 28 29 30

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31
1 2 3 4 5 6 7 ・前期授業終了 8/6
8 9 10 11 12 13 14 ・夏期休業 8/7～29 ・アルバータ大語学研修（オンライン）
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31 ・前期定期試験 8/30～9/10

1 2 3 4 ・前期定期試験解説講義 9/13～14
5 6 7 8 9 10 11 ・教務ガイダンス 9/14
12 13 14 15 16 17 18 ・後期授業開始 9/15 ・献体慰霊式 9月中旬
19 20 21 22 23 24 25 ◇9/24(金）後期月曜日科目開講日
26 27 28 29 30

1 2 ・特別講習会（秋期） 10月-11月
3 4 5 6 7 8 9 ・前期追・再試験 10/12～15 *創立記念日休日 10/11
10 11 12 13 14 15 16 ・プレイスメントテストⅡ 10/21～22
17 18 19 20 21 22 23 ・地区別懇談会 10月中旬～
24 25 26 27 28 29 30
31

1 2 3 4 5 6 ・前期追・再試験 11/2～4
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 ・交通安全講習会（秋） 11/19
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18 ・後期授業終了 12/17
19 20 21 22 23 24 25 ・冬期休業 12/20～ 1/7
26 27 28 29 30 31

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15 ・後期定期試験 1/11～1/28
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31 ・後期定期試験解説講義 1/31～2/1

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19 ・後期追・再試験 2/14～2/25
20 21 22 23 24 25 26 ・第107回薬剤師国家試験
27 28  2月下旬

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19 ・進級判定会議  3月中旬 ・学位記・卒業証書授与式
20 21 22 23 24 25 26 3月中旬
27 28 29 30 31

は、祝祭日・振替休日等
は、夏期・冬期大学休業日

※　変更となることがあります。必ずi-Portalのお知らせを確認してください。

11

8

9

10

教務内容（第１学年） 関連行事（予定）

4

3

12

2

5

1

6

7



●《前期開講科目および担当者》
単位数 担当者

人間と思想 哲学入門 選択 2  〈森元〉

人間と思想 生命倫理学入門 選択 2  〈礒部〉

文章指導 文章指導 2
 平野､二瓶､鈴木(一)､足利､新岡､木村(治)､堀内､
 〈井上(貴)､西牧〉

英語Ⅰ 英語コミュニケーションＡ 1  足利､〈二ノ宮〉

運動科学演習 運動科学演習Ⅰ 1  〈山口､井上(恒)､福家〉

物理数学 物理数学Ⅰ 2  長谷川､原田

化学 基礎無機化学 2  鈴木(一)､中川(宏)

化学 有機化学入門 2  鈴木(一)､中川(宏)

生物学 生物学 2  近藤

生物学 基礎生理学 2  新岡

自然科学入門 基礎化学演習Ⅰ 選択 1  鈴木(一)､中川(宏)､堀内

自然科学入門 基礎生物学演習 選択 1  新岡

自然科学入門 基礎物理数学演習 選択 1  長谷川､原田

多職種連携 多職種連携入門 2  浜上､小林(道)､ 笠師､櫻田､木村(治) 他

基礎薬学概論 1  平野､小林(道)､青木､吉村､西､高上馬､小林(大)､堀田

●《後期開講科目および担当者》
単位数 担当者

人間と社会 対人関係論入門 選択 2  〈薄井〉

人間と社会 医療の法学 選択 2  姫嶋

英語Ⅱ 英語Ａ  1  足利､〈二ノ宮､渡辺〉

初修外国語 初級ドイツ語 選択 1  〈阿部〉

運動科学演習 運動科学演習Ⅱ 選択 1  〈山口､井上(恒)､福家〉

物理数学 物理数学Ⅱ 2  原田

化学 基礎物理化学Ⅰ 1  鈴木(一)､中川(宏)

化学 基礎物理化学Ⅱ 1  鈴木(一)､中川(宏)

自然科学入門 基礎化学演習Ⅱ 選択 1  鈴木(一)､中川(宏)､〈鈴木(喜)〉

分析化学Ⅰ 1  村井

薬用植物学 1  高上馬､金

基礎有機化学 1  平山

解剖生理学Ⅰ 1  泉､青木､水野

解剖生理学Ⅱ 1  飯塚､浜上､大橋､水野､鹿内

医療薬学概論 1  井関､小林(道)､柴山､小田(雅)､中川(勉)､伊藤､久保

●《通年開講科目および担当者》
単位数 担当者

　 地域連携 早期体験学習 2
 二瓶､浜上､木村(治)､中川(宏)､笠師､木村(真)､
 足利､鈴木(一)､町田､小田(雅)､堀内､近藤､新岡､
 金､水野､久保､姫嶋､藤崎､平出

情報科学 情報科学  2  二瓶､〈西牧〉

グローバルコミュニケーションⅠ 選択 1  足利､平野､栁川､木村(真)､小林(大)

グローバルコミュニケーションⅡ 選択 1  足利､平野､栁川､木村(真)､小林(大)

　《実習日程》

　自然科学実験 自然科学実習

【担当者】 〈*1〉鈴木(一)､中川(宏)､長谷川､堀内､近藤､新岡､原田､〈鈴木(喜)､中野､西出〉

化学(1/3)⇒生物(1/3)⇒物理(1/3)の順に
通年で実施する。〈*1〉

令和３年度　薬学部第１学年　科目担当者

科目名

科目名

科目名

前期・後期ともに、日割の時間割にしたがって開講します。



令和３年度  薬学部 第２学年　教務日程

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 ・編入生ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 4/1 ・抗体検査
4 5 6 7 8 9 10 ・教務ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 4/2
11 12 13 14 15 16 17 ・学力到達度試験 4/2 ・入学式 4/10
18 19 20 21 22 23 24 ・前期授業開始 4/5
25 26 27 28 29 30 ・健康診断 4/26～5/7

1
2 3 4 5 6 7 8 ・特別講習会（春期） 5月-7月
9 10 11 12 13 14 15 ・交通安全講習会（春） 5/21
16 17 18 19 20 21 22 ・北海道薬学大会 5/22～23
23 24 25 26 27 28 29
30 31

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19 ・九十九祭 6/19・20
20 21 22 23 24 25 26 ＊休講日（九十九祭）　 6/21
27 28 29 30

1 2 3 ・前期授業終了 7/2
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17 ・前期定期試験      7/12～27
18 19 20 21 22 23 24 ・前期定期試験解説講義 7/28～29
25 26 27 28 29 30 31 ・夏期休業 7/30～8/31
1 2 3 4 5 6 7 ・未修得科目再試験（前後期） 8/2～27
8 9 10 11 12 13 14 ・アルバータ大語学研修（オンライン）
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

1 2 3 4 ・教務ガイダンス 9/1
5 6 7 8 9 10 11 ・後期授業開始       9/2
12 13 14 15 16 17 18 ・基礎薬学Ⅰ実習 9/7～10/5 ・献体慰霊式 9月中旬
19 20 21 22 23 24 25 ・前期追・再試験 9/24
26 27 28 29 30

1 2
3 4 5 6 7 8 9 *創立記念日休日 10/11
10 11 12 13 14 15 16 ・前期追・再試験 10/12～15
17 18 19 20 21 22 23 ・地区別懇談会 10月中旬～
24 25 26 27 28 29 30 ・基礎薬学Ⅱ実習 10/19～11/24
31

1 2 3 4 5 6 ・前期追・再試験 11/1～5
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 ・交通安全講習会（秋） 11/19
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 ・前期追・再試験 11/30～12/1

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18 ・後期授業終了 12/17
19 20 21 22 23 24 25 ・冬期休業             12/20～1/7
26 27 28 29 30 31

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15 ・後期定期試験 1/11～1/28
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31 ・後期定期試験解説講義 1/31～2/1

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19 ・後期追・再試験 2/14～2/25
20 21 22 23 24 25 26 ・第107回薬剤師国家試験
27 28  2月下旬

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19 ・進級判定会議  3月中旬 ・学位記・卒業証書授与式
20 21 22 23 24 25 26 3月中旬
27 28 29 30 31

は、祝祭日・振替休日等
は、夏期・冬期大学休業日
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教務内容（第２学年） 関連行事（予定）
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※　変更となることがあります。必ずi-Portalのお知らせを確認してください。
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●《前期開講科目および担当者》
単位数 担当者

人間と文化 日本の小説 選択 2  〈井上(貴)〉

英語Ⅰ 英語コミュニケーションＢ 1  〈ﾎｶﾞｰﾄﾞ､ｹｲﾝ､ｻﾝﾄｽ〉

初修外国語 中級ドイツ語 選択 1  〈阿部〉

医療倫理 医療倫理学 2  中山

物理化学Ⅰ 2  吉村

分析化学Ⅱ 2  村井

生薬学 1  高上馬

無機薬化学 1  北浦

有機薬化学Ⅰ 2  小林(健)

　 解剖生理学Ⅲ 1  大橋､青木､浜上､町田､水野､中山､鹿内〈入江､渋井､髙橋〉

基礎生化学 1  青木､浜上､土田

微生物学 1  岡崎

病態生理総論 1  飯塚､栁川､泉､遠藤､大橋､町田､鹿内

薬理学総論 1  町田､栁川

製剤学 1  柴山

薬学特別演習Ⅰ【化学】 選択 1  小林(健)

●《後期開講科目および担当者》
単位数 担当者

人間と文化 医療の人類学 選択 2  〈花渕〉

人間と社会 経済学入門 選択 2  〈金盛〉

人間と思想 心理学 選択 2  〈安部〉

　 英語Ⅱ 英語Ｂ  1  〈鎌田､白鳥､二ノ宮〉

物理化学Ⅱ  2  吉村

有機薬化学Ⅱ 2  小林(健)

有機化学演習 1  小林(健)

臨床微生物学 1  岡崎

代謝生化学  1  青木､土田

薬物療法学Ⅰ（自律体性神経） 1  町田

診断学 1  飯塚､泉､鹿内

環境衛生学 2  小島

製剤工学 2  柴山

実務薬学入門 1  櫻田､平野､吉田､中山､早坂

医薬品情報学 1  小林(道)､井関､笠師

薬学特別演習Ⅰ【物理化学】 選択 1  吉村､村井､佐々木､岡田

薬学特別演習Ⅰ【生物】 選択 1  木村(真)､中川(宏)､浜上､土田

　《後期実習日程》

【担当者】　〈*１〉吉村､村井､北浦､佐藤､佐々木､岡田

　　　　　　〈*２〉西､小林(健)､山田(康)､高上馬､堀田､平山､坪郷､金､山口(由)､野口

●《通年開講科目および担当者》
単位数 担当者

薬学基礎研究Ⅰ 自選 1  全教員

グローバルコミュニケーションⅠ 選択 1  足利､平野､栁川､木村(真)､小林(大)

グローバルコミュニケーションⅡ 選択 1  足利､平野､栁川､木村(真)､小林(大)

基礎薬学Ⅱ実習 　１０月１９日（火）～１１月２４日（水）〈*２〉

科目名

令和３年度　薬学部第２学年　科目担当者

科目名

科目名

基礎薬学Ⅰ実習 　　９月　７日（火）～１０月　５日（火）〈*１〉

前期・後期ともに、日割の時間割にしたがって開講します。



令和３年度  薬学部 第３学年　教務日程

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 ・編入生ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 4/1 ・抗体検査
4 5 6 7 8 9 10 ・教務ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 4/2
11 12 13 14 15 16 17 ・学力到達度試験 4/2 ・入学式 4/10
18 19 20 21 22 23 24 ・前期授業開始 4/5
25 26 27 28 29 30 ・健康診断 4/26～5/7

1
2 3 4 5 6 7 8 ・特別講習会（春期） 5月-7月
9 10 11 12 13 14 15 ・交通安全講習会（春） 5/21
16 17 18 19 20 21 22 ・北海道薬学大会 5/22～23
23 24 25 26 27 28 29
30 31

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19 ・衛生薬学実習 6/15～7/9 ・九十九祭 6/19・20
20 21 22 23 24 25 26 ＊休講日（九十九祭）　 6/21
27 28 29 30

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17 ・前期授業終了 7/9
18 19 20 21 22 23 24 ・前期定期試験 7/19～8/2
25 26 27 28 29 30 31
1 2 3 4 5 6 7 ・前期定期試験解説講義 8/3～4
8 9 10 11 12 13 14 ・未修得科目再試験（前後期） 8/5～30 ・アルバータ大語学研修（オンライン）
15 16 17 18 19 20 21 ・夏期休業 8/5～31
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

1 2 3 4 ・教務ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 9/1
5 6 7 8 9 10 11 ・後期授業開始       9/2
12 13 14 15 16 17 18 ・基礎薬学Ⅲ実習 9/7～10/7 ・献体慰霊式 9月中旬
19 20 21 22 23 24 25 ・前期追・再試験 9/21～24
26 27 28 29 30 ・ジェネリックスキルテスト web実施

1 2
3 4 5 6 7 8 9 *創立記念日休日 10/11
10 11 12 13 14 15 16 ・前期追・再試験 10/12～15
17 18 19 20 21 22 23 ・医療薬学Ⅰ実習 10/19～11/16 ・地区別懇談会 10月中旬～
24 25 26 27 28 29 30
31

1 2 3 4 5 6 ・前期追・再試験 11/1～5
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 ・交通安全講習会（秋） 11/19
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18 ・後期授業終了 12/17
19 20 21 22 23 24 25 ・冬期休業             12/20～1/7
26 27 28 29 30 31

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15 ・後期定期試験 1/11～1/28
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31 ・後期定期試験解説講義 1/31～2/1

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19 ・後期追・再試験 2/14～2/25
20 21 22 23 24 25 26 ・第107回薬剤師国家試験
27 28  2月下旬

1 2 3 4 5 ・学内合同就職相談会  ※予定 3月上旬
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19 ・進級判定会議  3月中旬 ・学位記・卒業証書授与式
20 21 22 23 24 25 26 3月中旬
27 28 29 30 31

は、祝祭日・振替休日等
は、夏期・冬期大学休業日
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教務内容（第３学年） 関連行事（予定）
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※　変更となることがあります。必ずi-Portalのお知らせを確認してください。
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●《前期開講科目および担当者》
単位数 担当者

機器分析学 2  佐藤

有機薬化学Ⅲ 2  山田(康)

分子細胞生物学 2  青木､大澤

公衆衛生学 2  寺崎

衛生化学 1  小林(大)

毒性学 1  小島

薬物療法学Ⅱ（中枢神経） 1  泉

薬物療法学Ⅲ（皮膚･感覚器･血液） 1  町田､大橋

薬物療法学Ⅳ（免疫･炎症･骨･関節） 1  栁川､大橋

薬物療法学Ⅴ（呼吸､消化） 1  遠藤(泰)､飯塚､木村(治)

生物薬剤学Ⅰ 2  小田､井関

薬学英語Ⅰ 1  足利､〈網野〉

医療推計学 選択 1  小林(道)､原田

薬学特別演習Ⅱ【化学】 選択 1  山田(康)

薬学特別演習Ⅲ【薬理】 選択 1  木村(真)

医療福祉活動演習（福祉【福祉ｺｰｽ】） 選択 1
 木村(真)､栁川､二瓶､中川(宏)､笠師､山田(康)､大澤､
 小林(大)､小田､土田､寺崎､〈辻村〉

　《前期実習日程》

　衛生薬学実習

【担当者】　〈*１〉小島､浜上､笠師､小林(大)､寺崎､窪田

●《後期開講科目および担当者》
単位数 担当者

放射薬品学 2  北浦

生体分子の化学 1  西

　 免疫学 2  岡崎､大澤

食品衛生学 2  小林(大)､浜上､〈和田〉

薬物療法学Ⅵ（循環） 1  飯塚､町田､鹿内

薬物療法学Ⅶ（代謝･内分泌/腎泌尿･生殖） 1  大橋､水野

薬物療法学Ⅷ（感染､腫瘍） 1  遠藤､栁川

生物薬剤学Ⅱ 1  小田､〈齊藤〉

薬物速度論 1  伊藤

実務薬学Ⅰ 2  平野､櫻田､早坂

社会薬学Ⅰ 1  久保

有機構造分析学 選択 1  金

局方試験法 選択 1  佐藤､村井､吉村､佐々木

医療福祉活動演習（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ【ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺｰｽ】） 選択 1  小田､〈髙橋〉

医療福祉活動演習（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ【ｽﾎﾟｰﾂと医療ｺｰｽ】） 選択 1  笠師､井関､浜上､小林(大)､水野､〈近藤(尚)〉

医療福祉活動演習（在宅） 選択 1  浜上､櫻田､木村(治)､岩尾､藤崎､及川､〈竹生〉

医療福祉活動演習（福祉【災害医療ｺｰｽ】） 選択 1  櫻田､浜上､木村(治)

　《後期実習日程》

　基礎薬学Ⅲ実習

　 医療薬学Ⅰ実習
【担当者】　〈*２〉岡崎､青木､大澤､土田､森

　　　　　　〈*３〉飯塚､栁川､泉､大橋､町田､水野､鹿内､志賀､平出

●《通年開講科目および担当者》
単位数 担当者

薬学特別演習Ⅱ 選択 1
【物理】佐藤､北浦､佐々木､岡田
【生物】中川(宏)､木村(真)

医療福祉活動演習（福祉【地域活動ｺｰｽ】） 選択 1  中山､吉田

薬学基礎研究Ⅱ 自選 1  全教員

グローバルコミュニケーションⅠ 選択 1  足利､平野､栁川､木村(真)､小林(大)

グローバルコミュニケーションⅡ 選択 1  足利､平野､栁川､木村(真)､小林(大)

科目名

　６月１５日（火）　～　７月　９日（金）〈*１〉

　　９月　７日（火）　～　１０月　７日（木）〈*２〉

　１０月１９日（火）　～　１１月１６日（火）〈*３〉

令和３年度　薬学部第３学年　科目担当者

科目名

科目名

前期・後期ともに、日割の時間割にしたがって開講します。



令和３年度  薬学部 第４学年　教務日程

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 ・教務ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ/研究室配属 4/1 ・抗体検査
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17 ・前期授業開始 4/5 ・入学式 4/10
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 ・健康診断 4/26～5/7

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15 ・医療薬学Ⅱ実習 5/11～6/4 ・交通安全講習会（春） 5/21
16 17 18 19 20 21 22 ・北海道薬学大会 5/22～23
23 24 25 26 27 28 29
30 31

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19 ・医療薬学Ⅲ実習 6/15～11/24 ・九十九祭 6/19・20
20 21 22 23 24 25 26 ＊休講日（九十九祭）　 6/21
27 28 29 30 ・ＣＢＴ対策学力試験 6/23

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17 ・前期授業終了 7/16
18 19 20 21 22 23 24 ・前期定期試験① 7/19～27
25 26 27 28 29 30 31 ・未修得科目再試験（前後期） 7/28～8/6
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14 ・夏期休業 8/10～16 ・アルバータ大語学研修（オンライン）
15 16 17 18 19 20 21 ・前期定期試験② 8/17～25
22 23 24 25 26 27 28 ・教務ガイダンス 8/25
29 30 31 ・CBT体験受験　※予定　　　 8/27

・後期授業開始 8/30
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18 ・秋期講習会 9/4～ ・献体慰霊式 9月中旬
19 20 21 22 23 24 25 ・前期追・再試験 9/21～24
26 27 28 29 30

1 2 ･第1回実務実習前実践演習中間試験　　10/1
3 4 5 6 7 8 9 *創立記念日休日 10/11
10 11 12 13 14 15 16 ・前期追・再試験 10/12～15
17 18 19 20 21 22 23 ・地区別懇談会 10月中旬～
24 25 26 27 28 29 30 ･第2回実務実習前実践演習中間試験　10/29
31

1 2 3 4 5 6 ・前期追・再試験 11/1～5
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 ・交通安全講習会（秋） 11/19
21 22 23 24 25 26 27 ・共用試験（OSCE）　※予定 11/28
28 29 30 　（OSCE予備日 12/12）

1 2 3 4 ・ＣＢＴ対策学力試験 12/1
5 6 7 8 9 10 11 ・後期定期試験 12/8
12 13 14 15 16 17 18 ・ＣＢＴ対策学力試験 12/15
19 20 21 22 23 24 25 ・冬期休業 12/16～
26 27 28 29 30 31

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15 ・共用試験（CBT）　※予定 1/14
16 17 18 19 20 21 22 　（ＣＢＴ予備日 1/21）
23 24 25 26 27 28 29 ・後期追・再試験 1/24
30 31

1 2 3 4 5 ・オンライン文献検索講習会　※予定　2/1・8
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19 ・Student Pharmacist認証式　2/4
20 21 22 23 24 25 26 ・後期授業終了 2/10
27 28 ・第107回薬剤師国家試験

・実務実習（1期） 2/21～  2月下旬

1 2 3 4 5 ・共用試験 追再試験（CBT）予備日　3/4
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19 ・進級判定会議  3月中旬 ・学位記・卒業証書授与式
20 21 22 23 24 25 26 3月中旬
27 28 29 30 31

は、祝祭日・振替休日等
は、夏期・冬期大学休業日

教務内容（第４学年） 関連行事（予定）

4

　/抗体検査

※　変更となることがあります。必ずi-Portalのお知らせを確認してください。
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・共用試験 追再試験（OSCE）　※予定　2/16

・共用試験 追再試験（CBT）　※予定  2/25

・実務実習（1期）ガイダンス　　  2/3
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●《前期開講科目および担当者》
単位数 担当者

　医薬品化学 1  坪郷

　毒性影響と評価 1  小林(大)､浜上､北浦

 　医薬品安全 1  泉､飯塚､木村(真)､大橋､鹿内

　臨床検査医学 1  飯塚､泉､鹿内

　薬物送達学 1  小田

　臨床薬物動態学 2  小林(道)､伊藤

　実務薬学Ⅱ 2  早坂､平野､吉田､中山､櫻田

　社会薬学Ⅱ 1  久保､吉田､中山

　地域医療学　 2  吉田､中山､櫻田､〈狭間〉

　薬剤疫学 1  小林(道)

　生体機能診断学 選択 1  吉村､北浦

　臨床薬理学 選択 1  泉､西､栁川､飯塚､遠藤､大橋､町田

　遺伝子工学 選択 1  岡崎

　漢方薬学概論 選択 1  堀田

　薬学特別演習Ⅳ【物理･化学･生物・情報】 選択 1
 村井､小林(道)､吉村､浜上､山田(康)､大澤､
 大橋､土田､佐藤､坪郷､山口(由)

　薬学特別演習Ⅳ【薬理･薬物治療･薬剤・法規】 選択 1  町田､栁川､遠藤､小田､中川(勉)､伊藤､久保､鹿内

　応用有機化学特論 選択 1  山田(康)､高上馬､堀田､平山､坪郷､金

　応用物理化学特論 選択 1  吉村､村井､北浦､佐藤､佐々木､岡田

　応用生物学特論 選択 1  大澤､青木､岡崎､中川(宏)､浜上､大橋､土田

　応用衛生学特論 選択 1  寺崎､浜上､小島､小林(大)､〈浅香〉

　多職種連携　全学連携地域包括ケア実践演習 選択 2  浜上､櫻田､岩尾

●《後期開講科目および担当者》
単位数 担当者

　薬学英語Ⅱ　 1  各研究室

　実務実習前実践演習Ⅰ 2  基礎薬学系教員､中川(宏)

　 　実務実習前実践演習Ⅱ 2  医療薬学系(薬理･薬剤･情報)教員

　実務実習前実践演習Ⅲ 2  社会･衛生･実務系教員

　実務実習(病院) 10  平野､遠藤､吉田､中山､櫻田､早坂､木村(治)

　実務実習(薬局) 10  平野､遠藤､吉田､中山､櫻田､早坂､木村(治)

　薬学総合研究　 10  全教員

●《実習日程》

　医療薬学Ⅱ実習
【担当者】　〈*１〉柴山､小林(道)､井関､小田､中川(勉)､伊藤､久保､市村､下山

　医療薬学Ⅲ実習

【担当者】　〈*２〉平野､井関､笠師､吉田､中山､櫻田､早坂､木村(治)､千葉､藤崎

●《通年開講科目および担当者》
単位数 担当者

　薬学基礎研究Ⅲ 自選 1  全教員

　グローバルコミュニケーションⅠ 選択 1  足利､平野､栁川､木村(真)､小林(大)

　グローバルコミュニケーションⅡ 選択 1  足利､平野､栁川､木村(真)､小林(大)

令和３年度　薬学部第４学年　科目担当者

科目名

科目名

科目名

　　　６月１６日（水）　～　　７月１６日（金）　〈*２〉

　　　９月　８日（水）　～　　９月３０日（木）　〈*２〉

　　　１月１９日（水）　～　　２月１０日（木）　〈*２〉

　　　５月１１日（火）　～　　６月　４日（金） 〈*１〉

　　１０月２７日（水）　～　１１月２６日（金）　〈*２〉

前期・後期ともに、日割の時間割にしたがって開講します。



令和３年度  薬学部 第５学年　教務日程

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 ・抗体検査
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17 ・入学式 4/10
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 ・健康診断 4/26～5/7

1 ・実務実習（1期）終了 5/9
2 3 4 5 6 7 8 ・健康診断（実務実習（1期）の学生）

9 10 11 12 13 14 15 ・交通安全講習会（春） 5/21
16 17 18 19 20 21 22 ・実務実習（2期）実習生ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ ・北海道薬学大会 5/22～23
23 24 25 26 27 28 29 ・実務実習（2期）/総合薬学研究5/24～8/8
30 31

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19 ・九十九祭 6/19・20
20 21 22 23 24 25 26 ＊休講日（九十九祭）　 6/21
27 28 29 30

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14 ・実務実習（2期）終了 8/8 ・アルバータ大語学研修（オンライン）
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28 ・実務実習（3期）実習生ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ
29 30 31 ・実務実習（3期）

8/23～11/7
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18 ・献体慰霊式 9月中旬
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

1 2
3 4 5 6 7 8 9 *創立記念日休日 10/11
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23 ・地区別懇談会 10月中旬～
24 25 26 27 28 29 30
31

1 2 3 4 5 6 ・実務実習（3期）終了 11/7
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 ・実務実習（4期）実習生ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ ・交通安全講習会（秋） 11/19
21 22 23 24 25 26 27 ・実務実習（4期）
28 29 30 11/22～2/13

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19 ・実務実習（4期）終了 2/13
20 21 22 23 24 25 26 ・総合薬学研究 2/14～
27 28 ・第107回薬剤師国家試験

 2月下旬

1 2 3 4 5 ・学内合同就職相談会  ※予定3月上旬
6 7 8 9 10 11 12 ・学力試験/解説講義 3/1～2
13 14 15 16 17 18 19 ・学位記・卒業証書授与式
20 21 22 23 24 25 26 3月中旬
27 28 29 30 31

は、祝祭日・振替休日等
は、夏期・冬期大学休業日

5

教務内容（第５学年） 関連行事（予定）

4

6

7

8

9

10

3

※　変更となることがあります。必ずi-Portalのお知らせを確認してください。

/総合薬学研究

/総合薬学研究

12

2

11

1



Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

9:00～10:20 10:30～11:50 12:40～14:00 14:10～15:30 15:40～17:00

　実務実習[１期]

　実務実習[２期]

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

9:00～10:20 10:30～11:50 12:40～14:00 14:10～15:30 15:40～17:00

　実務実習[３期]

　 　実務実習[４期]

※　２月１４日（月）～３月３１日（木）　　・・・全員、総合薬学研究

●《通年開講科目および担当者》
単位数 担当者

医療福祉活動演習（福祉【ﾁｰﾑ医療ｺｰｽ】） 選択 1  平野､早坂

　１１月２２日（月）　～　　２月１３日（日）

木

　第５学年後期実習日程
　　８月２３日（月）　～　１１月　７日（日）

金

【総合薬学研究】
＊実務実習に行っていない学生対象

水

火

科目名

曜
日

月

令和３年度　薬学部第５学年　授業時間割

《前期》

曜
日

月

　　２月２２日（月）※4年生後期より開始　～５月　９日（日）

　　５月２４日（月）　～　８月　８日（日）

【総合薬学研究】
＊実務実習に行っていない学生対象

水

　第５学年前期実習日程

《後期》

火

金

木



令和３年度  薬学部 第６学年　教務日程

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 ・特別講習会 4/3～ ・抗体検査
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17 ・入学式 4/10
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 ・健康診断 4/26～5/7

1 ・教務ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ　 5/10
2 3 4 5 6 7 8 ・前期授業開始 5/11
9 10 11 12 13 14 15 ・未修得科目再試験（前後期） 5/18～21 ・交通安全講習会（春） 5/21
16 17 18 19 20 21 22 ・学力試験 5/18～19 ・北海道薬学大会 5/22～23
23 24 25 26 27 28 29
30 31

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19 ・総合薬学研究発表会（ｵﾝﾗｲﾝ）6/15～18 ・九十九祭 6/19・20
20 21 22 23 24 25 26 ＊休講日（九十九祭）　 6/21
27 28 29 30

1 2 3 ・前期授業終了 7/9
4 5 6 7 8 9 10 ・前期定期試験 7/15～21
11 12 13 14 15 16 17 ・薬学準備試験　 7/21（追試験　7/26）
18 19 20 21 22 23 24 ・教務/国家試験対策ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 7/26
25 26 27 28 29 30 31 ・後期授業開始 7/27
1 2 3 4 5 6 7 ・未修得科目再試験（前後期） 8/10～20
8 9 10 11 12 13 14 ・夏期講習会 8/17～27 ・アルバータ大語学研修（オンライン）
15 16 17 18 19 20 21 ・第１回演習試験 8/30～31
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

1 2 3 4 ・秋期講習会 9/4～
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18 ・献体慰霊式 9月中旬
19 20 21 22 23 24 25 ・前期追・再試験 9/6～17
26 27 28 29 30 ・第２回演習試験 9/27～28

1 2
3 4 5 6 7 8 9 ・国試対策学力試験/解説講義 10/4～6 *創立記念日休日 10/11
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23 ・地区別懇談会 10月中旬～
24 25 26 27 28 29 30 ・第３回演習試験 10/25～26
31

1 2 3 4 5 6 11/4
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 ・第４回演習試験 11/24～25 ・交通安全講習会（秋） 11/19
21 22 23 24 25 26 27 ・薬剤師国家試験願書等受付 11月下旬
28 29 30

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11 ・国試対策学力試験/解説講義 12/6～8
12 13 14 15 16 17 18 ・冬期休業 12月中旬～1月上旬

19 20 21 22 23 24 25 ・薬学総合試験 12/20～21
26 27 28 29 30 31 ・補習講義　 12/23～1/17

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22 ・薬学総合試験追再試験 1/18～19
23 24 25 26 27 28 29 ・国試直前講習会 1月下旬～2月中旬

30 31
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12 ・国試対策学力試験/解説講義 2/8～10
13 14 15 16 17 18 19 ・卒業判定 2月上旬
20 21 22 23 24 25 26 ・国試直前講習会
27 28 ・第107回薬剤師国家試験

 2月下旬

1 2 3 4 5 ・学内合同就職相談会  ※予定3月上旬
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19 ・学位記・卒業証書授与式
20 21 22 23 24 25 26 3月中旬
27 28 29 30 31

は、祝祭日・振替休日等
は、夏期・冬期大学休業日

10

教務内容（第６学年） 関連行事（予定）

4

6

7

8

9

5

3

※　変更となることがあります。必ずi-Portalのお知らせを確認してください。

・薬剤師国家試験ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ　

11

12

2

1



●《前期開講科目および担当者》
単位数 担当者

　基礎薬学複合演習Ⅰ 1  高上馬､西､小林(健)､山田(康)､堀田､坪郷､金

　基礎薬学複合演習Ⅱ 1  吉村､村井､北浦､佐藤､佐々木

　基礎薬学複合演習Ⅲ 1  青木､岡崎､大橋､浜上､大澤､土田

　衛生薬学複合演習 1  小林(大)､浜上､小島､寺崎､〈和田〉

　医療薬学複合演習Ⅰ 1  栁川､飯塚､泉､遠藤(泰)､大橋､町田､水野､鹿内

　医療薬学複合演習Ⅱ 1  小林(道)､井関､小田､中川(勉)､伊藤

　実務社会薬学複合演習 1  平野､笠師､吉田､久保､中山､櫻田､早坂､岩尾

　臨床栄養学 選択 1  早坂､平野､笠師､小林(大)

　臨床画像解析学 選択 1  飯塚､栁川､泉､遠藤､大橋､町田

　処方解析演習 選択 1  小林(道)､井関､笠師､早坂

　看護実践学 選択 1  〈八木､山田(律)､宮地､中安､内ヶ島､舩橋〉

　フィジカルアセスメント 選択 1  泉､飯塚､藤崎､〈山口(俊)〉

　レギュラトリーサイエンス 選択 1  西

　ヘルスエコノミクス 選択 1  久保､吉田

　《総合薬学研究》

　総合薬学研究発表会（オンライン）

●《後期開講科目および担当者》
単位数 担当者

　薬学総合演習(基礎)  基礎薬学系教員､中川(宏)

　薬学総合演習(衛生)  衛生薬学系教員

　 　薬学総合演習(医療Ⅰ)  薬理､病態・薬物治療系教員

　薬学総合演習(医療Ⅱ)  薬剤学系教員

　薬学総合演習(実務社会薬学)  実務社会薬学系教員

　★　後期授業開始日　　７月２７日（火）

●《薬学準備試験・薬学演習試験・薬学総合試験について》

　薬学準備試験

　演習試験

　薬学総合試験

　薬学総合試験　追・再試験

　１２月２０日（月）・２１日（火）

　令和４年　１月１８日（火）・１９日（水）

　　　６月１５日（火）～　６月１８日（金）

科目名

令和３年度　薬学部第６学年　科目担当者

科目名

　第１回　　８月３０日（月）・３１日（火）
　第２回　　９月２７日（月）・２８日（火）
　第３回　１０月２５日（月）・２６日（火）
  第４回　１１月２４日（水）・２５日（木）

　７月２１日（水）　　※薬学準備試験追試験　７月２６日（月）

10

前期・後期ともに、日割の時間割にしたがって開講します。



学年 期 実習科目 担当講座 期　間 日数 備考

自然科学実習（化学） 人間基礎科学（化学）
5月13日（木）～6月24日（木）
5月14日（金）～6月25日（金）

各7 2ｸﾞﾙｰﾌﾟ

自然科学実習（生物） 人間基礎科学（生物学）
7月1日（木）～9月30日（木）
7月2日（金）～10月1日（金）

各7 2ｸﾞﾙｰﾌﾟ

自然科学実習（物理学）人間基礎科学（物理学）
10月21日（木）～12月2日（木）
10月22日（金）～12月3日（金）

各7 2ｸﾞﾙｰﾌﾟ

基礎薬学Ⅰ実習 生命物理科学 9月7日(火)～10月5日(火) 16 予備日等含む

基礎薬学Ⅱ実習 創薬化学 10月19日(火)～11月24日(水) 20 予備日等含む

前 衛生薬学実習 衛生薬学 6月15日(火)～7月9日(金) 16 予備日等含む

基礎薬学Ⅲ実習 分子生命科学 9月7日(火)～10月7日(木) 18 予備日等含む

医療薬学Ⅰ実習 薬理学 10月19日(火)～11月16日(火) 16 予備日等含む

前 医療薬学Ⅱ実習 薬剤学 5月11日(火)～6月4日(金) 16 予備日等含む

6月16日(水)～7月16日(金) 17

9月8日(水)～9月30日(木) 11

10月27日(水)～11月26日(金) 14

1月19日(水)～2月10日(木) 7

  Ⅰ期：2月22日(月)～ 5月9日(日)

  Ⅱ期：5月24日(月)～ 8月8日(日)

  Ⅲ期：8月23日(月)～11月7日(日)

  Ⅳ期：11月22日(月)～ 令和4年2月13日(日)

令和３年度　実習日程

１
前
後

２ 後

４,５
前
後

実務実習 実務薬学

３

後

予備日等含む

４

前
後

医療薬学Ⅲ実習 実務薬学


	pharm
	①基本的な使い方（1-6年共通）
	②～⑥理念・目標・三方針（1-6年）new
	⑦カリキュラム系統表　1年1
	⑧～⑨カリキュラム系統表　1年2,3
	⑩カリキュラム系統表　2年1
	⑪～12カリキュラム系統表　2年2,3
	⑬カリキュラム系統表　3年1（カリキュラム系統表（第3学年）_リンク追加分）
	⑭～⑮カリキュラム系統表　3年2,3（カリキュラム系統表（第3学年）_リンク追加分）
	⑯カリキュラム系統表　4,5,6年1
	⑰～⑱カリキュラム系統表　4,5,6年2,3
	⑲～⑳カリキュラムマップ　1年
	㉑～㉒カリキュラムマップ　2年
	㉓～㉔カリキュラムマップ　3年（カリキュラムマップ（第3学年）_リンク追加分）
	㉕～㉖カリキュラムマップ　4,5,6年
	㉗～㉘10の資質と科目対応表　1,2年
	㉙～㉚10の資質と科目対応表　3年
	㉛～㉜10の資質と科目対応表　4,5,6年
	㉝単位修得・進級までのフローチャート
	㉞教務日程　1年
	㉟科目担当者　1年
	㊱教務日程　2年
	㊲科目担当者　2年
	㊳教務日程　3年
	㊴科目担当者　3年
	㊵教務日程　4年
	㊶科目担当者　4年
	㊷教務日程　5年
	㊸科目担当者　5年（授業時間割）
	㊹教務日程　6年
	㊺科目担当者　6年

	㊻実習日程



